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1 地 形
芳井町は岡山県西都に位置し,東経 155021'40■-155029■44",北緯 54056J24日～ 540
441261-の間LKある｡東部は小田部美星町に,北部は川上郡川上町に,南部は井原市に,西部は広島
県深安祁加茂町に接している｡面横は性ほ 80･8KqlZである｡以上は行政上の位置であるが,地形的位




図 11 1- 1 中Exj地方地形地域区分図 (経済企画庁 :地形分類図による)
A 9 A915 中 国 山 地 8 10 tj10- 5
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中国山地 A9- 4 吉備高原 山 地 沿樟平野
A9-5 石見高 原山地
A9- 6 息 根 u｣ 地
A9I rl 中国山地内盆地
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西条盆地に,また南部は束から日生丘陵地 ･岡山平野 ･笠岡丘陵地 ･福山平野 ･尾道丘陵地とそれぞ






































いかこさせてくるのである｡花滝 ･種 ･佐屋 ･村八･高山市などはその中でも特に広V,･平坦面をもつ｡
図 1- 1- 2 切 峯 面 図
(方眼法化よる. 5万分の 1地形図で1Knの方眼をかけた｡)
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この平坦面上に玄武岩鐘の弥福山 (655.6'71- 写真 1-1-2)や鍋LLl(4857,i)をどがそびえ
でV,る｡この辺Dから北部丁帯妊かけて図 1I 1- 4に示すようEI,. 20数個の玄武岩鐘が見られる0
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図 1- 1- 4
備中西部玄武岩鐘の分布状態
(宗田克巳による)
































































が,現在我々が観察した時点にかいて虹 奥行 きは約 14･5Tnであb.入口より1･57nほど下るぐら






















































qLKも断片的に観察 園11118 川相付近の河岸段丘 (狩野哲に上る)




































(河 田 精 一)
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2 地 賓










図 1-2-1に示されるように芳井町のほほ中央エD南と,芳井町北部 ･日南 .三原 ･高山市付近
K非変成古生屈がみられ.その占める割合比大きV,｡南部q)非変成古生膚は粘板岩 ･輝禄聯灰岩を主
とする地層であるo北部は石灰岩がみられ,これと砂岩 ･貰岩 .角岩等を主とする地層で,準秋吉層
群にあたるO表 1-2- 1VE示されるようVE下位から日南石次岩 ･大獄角岩層 ･三原砂岩頁岩 .高山
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表 11 21 1 地茶系統表 (小林貞一に上る)
注 ) 絶体年代は湊 ･井尻寺 ｢El.本夕岨 J第二版(岩汲 )に上るo
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斬膚などの地質稗造線の方向は南西一北東方向のものが多V,(図 1- 2- 1)｡河谷はこの構造万
一 13-
向に支配されているものが多い｡
参 考 文 献
(1) ′ト林貞一 (1950) :日本地方地Ifq誌 中国地方
(2) 稲 見悦治 (1951) :岡山頻新誌
(3) 岡山頻 (19占5) :岡山県地質図
3 高原台の カルス ト地形
(I)高原台の概観
(稲 山 政 史)





























のカルスト地形である｡高原台の地形図と,諸種のカJレスト地形の分布とは図 1- 5- 1に示 したC
以下に個 の々 カJL,ス ト地形Vrついて述べようo
奉 ; ∴ ''i I:I ;I,-: 三 :鼻∑ :
同 1- 5-2 高原台のカルス ト地形分布
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神社の西側の ドリー ネ (写央 1-5-2)
これらの凹地打,その地形的特徴から, ドリー ネと推 ■













他の 2つの ドリー ネ打,どちらも平坦面
の周辺に位置するもので.酌記の2つより
も型が不完全であD,谷の方に･口を開いて
写其 1-5-5 高原台の神社菌の rl)-ネの吸
い込み穴
V'る (写実 ト 514)｡ドリ-ネの形成後.谷の方からの位蝕にり 破壊され,半漏斗状になったも
のと推察される｡
-1i-
写兵 1-5-4 高原台の西の ドリー ネOとの ド
リー ネは西 (右手)にむかって開いているO
写真 115-5 高原台のカレン









































































写其 1-517 高原台の井戸 (NA2)



















旋鹿 (CaCO｡pplrl)-bX雪 ㌢ x l･001XF
ただしa:滴定に用いた検水の加数 (今回a-10)
b:満定に要した0･01MEDTAのme軌









関係しない陰地の地下水では敵度 ･Pfiともに極めて対肘的である｡高原 ･目指 ･B南の地下水の密
度が. 141-312pplB(平均 227p叩 )に対して.陸地の水蛙, 10- 55ppm であり･ P片
結高原 ･目指･日南の弱7ル171)に対して陰地は弱酸性を量する｡




表 1-5-2 高原 ･目指 ･日南 ･陰地の地下水の硬度とPfI
測定日 昭和 45年 7月25日- 7月27日
帆走地点 地下水の分類 硬 度 PfT 採水時の地下水面の深さ 備 考
福原 仙 1 井 戸 220ppm 7.4 1.77n I
2 井 戸 161 7.7 0.8
5 井 戸 155 7.8 0.7
4 井 戸 251 7.4 5.5
5 井 戸 207 7.4 0.a
6 井 戸 158 7.6 0.6
7 井 戸 187 7.6 1.5
8 簡易水道 254 - -
9 天 水 55 7.4 -
10 天 水 62 8.4以上 -
目指 11 井 戸 512 7.0 -
12 湧 水 208 ◆7.6 -
15 - 172 8,0 -
14 - 2dO 8.0 -
15 - 180 7.4 -
日南 18 井 戸 160 7.8 -
17 湧 水 141 7_8 -
陰地 18 湧 水 55 6.8 -
19 簡易水道 10 a.8 -
表 1-5-5 高原 ･目指 ･日南 ･陰地の地下水の平均硬度 ･平均pH
平 均 硬 度 平 #) pn
高 原 19占7)pm 7.i
目 指 226 7.占
日 南 150 7.8
餌 (i)表 1よb平均硬度 ･平均PHを計丑した｡
h) NA8のPH Nu9, NnlOの硬度,Pfは 除いて計慾 した0
-20-
のであろう｡





襲 1- 3-2に高原台の地下水の採水時にかける地下水面の深さをあげてある.Na4は 5,tを越し
た井戸であるが,他の井戸は 1m前後で伐かったO







佐屋 北揺 54041■ 東経 155027' 高度 59071 ､
矢蛾 u 54057● 0 153057● 〝 18,i
笠間 0 34050■ 〝 153051● 〝 20,A
岡山 u 540411 〝 155055' r 5Tn
中国地方の気候は.和達滑夫監修














昭和 40- 44年の岡山地方気象台縮｢岡山虎気象月報｣によって･月別平均気温と,月別最高 ･最
低気温とを襲 1- 4- 1,図 1- 4- 2,図 1- 4-5に,月別目敏差を表 1-4- 2に,また 5年
間の港南 ･最低気温を表 1- 4-5に襲わしでみた｡
-21-
表 1-4-1 昭和 40- 44年の 5年間の月別平均気温.最高気温,最低気温
月 別 1 2 5 4 5 占 7 8 9 1D ll 12 年
千 佐 屋 1.28 1.86 5.42 ll.50 16ー08 19.60 2172 25ー58 20.50 15.90 884 ま50 12ー62
均 矢 掛 104 5.84 7.02 12.94 17.74 21.50 25.9827.58 22.dd 15.94 10.58 5.10 14.52
気 笠 岡 4.24 4.56 7.58 15,02 17.64 21.24 25.72 27.66 25.16 17.00 ll.76 i.44 15.00
温 岡 山 140 4.20 a.0815,24 18,02 21.94 26.06 27.72 25.08 18,50 ll,06 5.58 14.84
娘 佐 屋 5.54 a.46 10.86 1d.90 22.10 24.70 27.66 50.06 24.90 18.90 15_80 7.50 17.44
高 矢 掛 8.54 9.5d 15.58 l?.40 24,62 27.42 50.42 52.90 27.?8 22.48 16.82 10.66 20.54
気 笠 岡 8.80 9.12 12.占817.90 22.94 25.80 29.4452.10 27,56 22.26 16,86 10.98 19.72
温 岡 山 8.54 9.44 15,02 1884 25.98 26.8占 29.92 52.58 27.74 22.12 16.82 10.70 20.02
最 佐 屋 -5.04-2.80 0 5,62 9,96 14.5d 20.44 20.60 15,94 8.96 5.80-0.98 7.68
低 矢 掛 -2_52-1.92 0.80 i.40 10.84 15.74 21.40 22.12 17.30 ?.40 4.28-0.5ム 8.58
気 笠 岡 -0.56 D 2.50 aOd 12.52 16,88 21.96 25.20 18.70 ll.占8 a.58 1.82 10,28
表 1-4-2 昭和 40- 44年の 5年間の月別平均目敏差
1 2 5 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 計
佐 屋 8.58 ?.26 18.86 ll,28 12,14 10.14 7.22 9.4占 8.96 9.94 10,00 8.48 9.76
矢 掛 ll.06 ll.48 12.78 1100 15_58 11ーム8 ?.D2 10.78 10.88 15.08 12.54 ll.22 ll.98
笠 岡 9.1占 9_12 10.18 9.84 10.82 a.92 7.48 9.90 8.86 10.58 10.28 9.16 9.44
表 114-5 昭和 40- 44年の 5年間の環高 ･最低気温
佐 屋 矢 掛 笠 岡 岡 山
最高気温 54.4 (S42.a24) 56.2 (S42.&24) 55,a(S40.a 5) 55.9 (S42.&2占)
年平均気温は,佐屋は 12･占2`℃で.矢掛の 14･52･C,笠岡の 15･0℃と比較して2℃から2.5
℃ほど低いのが目立つojた月平均気温は図 1- 4- 2よb見ると.≡地域とも同じ型をと9 . 1月
が一番低く･8月が最高となっているoLかし佐屋のグラフは,各月とも下の位置をとっている｡笠
岡は矢掛よりも南に位置しているが, 占月から8月にかけて矢掛よbも平均気温が低く.また穀高気




2 与 5 ▲ 7 一 lO け -
図ト 4-2月別平均気温(昭和40-44年平均)



































温は衷 1- 5- 5のとうりである｡
図ト4-5月別位高最低気温(昭和40-44年平均) _25_
100 200 500Tnnt 100 200 5DO柄Tn
図 1-4-4 佐屋,矢掛,笠岡,岡山のクライモグラフ (昭和 40- 44年平均)
(2) 降 水 立
昭和 40- 44年の｢岡山県気象月報 ｣により,月別平均降水丑を表 1-4-4と図 1-415に表
わした｡
表 1-4-4 昭和 40- 44年の 5年間の月別平均降水丑 (単位mm)
1 2 さ 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 計
佐 屋 54.a 47.2 105,0 125.0 181.4 208.0 514.占 70.4 264.0 71.0 70.0 40,4 1551.8
矢 掛 45.8 4占,8 87.4 109.A 155.8 20占,a 270,占 55.a 200.2 42.2 85.8 29.4 1555.8
笠 岡 45_占 45.a 86.4 112.8 156.a 189.8 247.8 41.8 17aO 56.8 dad 5D.4 1258.8

























表 1-4-5 昭和 40- 45年の4年間の平均年間現象日数
佐 屋 矢 掛 笠 岡 岡 山
快 晴 115.25 106td 12ま0 116.25
負 121.5 1da25 144.75 188.0
雨 152,2 154.占 120.2 15占.4
質 57.4 1&8 ll.2 19.占
あ ら れ 2.8 0.8 0.2 5.2
ひ 上 う 0.4 0 0 ロ,2
a 15.8 72.2 ll.2 21.0
稲 占2.25 7aO 57.25 82.5
雷 電 14,5 18.CI 4,75 1825
gd' 柱 占7.5 54_75 1.25 2.0
結 氷 77.0 76.25 41,5 84.8
降 水丑 ≧ 1 nzm 111,4 7012 188.4 101.占
n ≧ 18 1m 4占.2 40.8 59.8 41.占
〝 ≧ 5 0 仰 15.i ll.8 ll.4 ll.2
機 雷 丑 ≧ 1 De砕 0.8 0 0 8
〝 ≧ 2 0cn 0.2 8 0 0
〝 ≧ 5 0 cn 0 ロ 0 0
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r3) 風
昭和 48- 45年の各月の最多風向は表 1- 4l dの通 Dである｡
表 1-4-6 昭和 40- 45年の4年間の月別壊多風向
1 2 5 4 5 る 7 8 9 10 ll ｢ 12
昭和 佐 屋 SW W SW E 冗 氏 SW SE W N N N矢 掛 W NW W NfC FJ E W 〟 W W W
40年 笠 岡 N SW SW W SW W SW SE SW NFJ NW W
岡 山 W W E NE FJ E SW E 冗 E W W
昭和 佐 屋 N N N E SE NW E E a ド N NW矢 掛 W W W SE NW E SW SE Nf己 W
41午 笠 岡 SW N甘.NW N SW NE S SW SW N SW N W
岡 山 W W W S E 冗 E FJ E E W W
昭 佐 屋 W W W W FJ NW W W W W W NW
和 矢 掛 W W SE SE SE SE E NE NE NE Nfi: NW
42年 笠 岡 N N SV/ N N N N N SW N SE.SW ド
岡 山 W W E 冒 E E E W 冗 W E W
昭 佐 屋 W W W.NW W N W E E W NW N W
和 矢 掛 W NW W NE E 冗 NE SW NE: NE W NW
45年 笠 岡 ド NE NE NE NE SW NE SW SE: NE S王: ド
これによると.全体的に見て冬に北西の風が多く.夏は南東の風が多 くなっている｡また風力≧ 6
の日数は年平均にすると,各地域とも5日以下と少なho風力6とは.風速 10,8- 118mAで,陸













表 1-4-7 昭和 40- 44年の 5年間の最
大頒雪畳
;佐 屋 55 (S45, 2.15)
矢 掛 5 (S45. 2.21)
笠 岡 5 (s三三 …: :≡)
岡 山 4 (s:i.乙 …ヲ)
いてであり,全体的に見れば降雪は少なho




























降 水 丑 :当日9時から盈日9時までの日降水量を 1p2及単位で示した｡
債 雪 深 :9時における硬雪の深さを 1cm単位で示したO
他は岡山地方気象台と同じである｡
参 考 文 献




(河 田 精 一 )




表 2-1- 1 芳井町の人口の変動(1)
総 数 輿 女 世 帯 数 人 口増加率人 口 1920;100人 口 1920=100人 口 1920と=100 戸 数 1920亡=100
1920 12,454 100.0 i.157 100.0 占.277 108.0 2.480 100.0
1925 12.088 97.4 6,007 97,4 6.081 96.9 2592 97.2 - 2.8
1958 ll.904 95.7 5.890 95_7 占.014 95.8 2.352 94.8 - 1.5
1955 ll.554 92.8 5,758 9ま2 5,798 92.4 2.500 95.5 - 5.1
1940 ll,158 89.7 5580 90.i 5.570 8&7 2.214 90.0 - 5.2
1945 15.526 108.8 a,559 105.5 7.167 114.2 2.505 101.7 20.i
1950 15,188 105.9 a.502 105.i 6,666 106.2 2,485 100.9 - 2.9
1955 12.556 99.4 a.074 98.7 i.282 10m1 2.597 97.4 - a.2
1960 ll,574 i 95.1 5,占50 91.8 5.924 94.4 2.341 95.2 - &5
1965 1い.018 80.8 4.858 789 5,1占0 82.2 2.224 90.4 -15.4
1970 8,724 69.9 4.205 占9.9 4.519 72.0 2.151 8占.a -12.9
注 国勢調査結果よb作成
ただし1945年は岡山県統計年報
明治55年 (1902)の芳井町の人口は 15,529人であった｡それ以降人口は大正5年 (19
1a)まで多少の年を除いて増加していった｡この増加傾向は大正 5年の14,254人をt:･-クとし














7蕗も滅少している｡ この息瀞な人口の減少のため芳井町比過疎地域に指定された｡ 2)昭和 45年度
春の国会で｢過疎地域対策緊急括怒法 ｣が成立した｡この法律の適用を受ける要件は｢昭和55年と
40年の国勢調査人口を比べて5年間の人口淑少率が 10多以上で,過去 5年間 (昭和 41- 45年
皮)の平均財政力指数が 0･4末溝 (平均基準財政力収入が財政深安の 40多忙満たない)市町村 ｣で
ある｡芳井町はこの5年間の人口蚊少率は 15･4虜であD平均財政力指数も0.4以下であったのでこ
の法律の適用を受けることになったO
哀 2-1-2 芳井町人口の変動 (2)
単位 (人)
西 暦 人 口 西 暦 人 口 西 暦 人 口 西 暦 人 口
1901 - 1921 15.090 1941 - 1981 12,100
1902 15,529 1922 - 1942 - 1962 ll.852
1905 - 1925 15,495 1945 - 1965 ll,550
1904 - 1924 15,509 1944 19d4 ll.104
1905 - 1925 15,554･ 2.088 1945 ･15,526 19占5 ･10.818
1906 - 1926 - 1946 1948 10,545
1907 15,626 1927 - 1947 15,52 9 1 1967 10,067
1908 15.762 1928 - lP48 15.247 1968 9.ム89
1909 - 1929 - 1949 1969 9.411
1910 15,ム99 1950 ･12.558 1950 ●15,188 1970 '8,724
1911 - 1951 - 1951 -
1912 15,896 1952 - 1952 12,975
1915 - 1955 - l955 -
1914 15,979 1954 - 1954 -
1915 14,174 1955 ･11.574 1955 ･12,556
1916 14,254 1956 - 1956 -
1917 14.119 1957 - 1?57 12.5占0
1918 15,559 1958 - 1958 12.454
1919 15,401 1959 - 1959 12.484
1920 15,055I . 2.4 4 1940 ･11.150 19dD ll,574･12457
【冒 05;I .1;言岩 男措 琵 妄報
･ 虚 -は毘 冶調査の数字
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図 2- 1- 2と図 2- 1-5枚それぞれ昭和
55年 (1960) 11月1EIから昭和 40年
(19占5) 10月 1日までの大字別人口減少
率,昭和 40年 10月1日から昭和 45年ム月
5 1日までの大字別人口淑少峯を示したもので















町の人口比. 19 40年まで滅少 し, 19 45年
に増加し, 195 5年から再び渡少に転じ現在に
至っている｡岡山県の人口比この50年間に40-
2秀増加 した｡ これに対 して芳井町の人口は 29･
8帝狭少 した｡ この図と衷 21 1- 1をみると前
表 2-1-5 大字別人口推移
大 字 1940.ll.119d5,10.11970ld一51
梶 江 447 458 415
集 瀬 481 432 591
与 井 624 565 494
辛 戸 川 750 644 542
吉 井 2,221 1.949 1.892
川 相 957 857 714
天 神 山 255 201 165
吉井地区計 5,ム75 5.061 4.ム15
花 穐 757 648 575
孤 709 628 549
佐 屋 22占 208 155
池 谷 580 557 264
井 山 452 558 271
片 壕 429 459 564
明治地区計 2.955 2,818 2.17d
山 村 685 545 459
下 鴨 89占 745 645
上 嶋 773 601 479
共和地区軒 2.554 1,889 1.565
東 三 原 760 615 4d8
西 三 原 411 514 280




























1920 101.9 男 女 罪 女
1925 lO1,2 -1FO -19占 △ 2.4∠ゝ 1,9 .iゝ 5.1∠ 150 102.1 17 占7
1955 10一.1 -164 -21ム △ 2.6 ∠ゝ 5.6
9ー40 99.8 -TS占 -228 ∠ゝ 2.7140 △ 5.91 5 1127 十779 + 1.597 287
1950 102.5 +145 -501 2.2 △ 7.0
l 1955 105.4 -428 -584 △ 占,占 ∠ゝ 5.8
19占0 104.8 -424 -558 △ 7.0 △ 5.7
1985 10占.2 -7?2 -764 △14.0 ∠ゝ 12.9























(禦 完 , ) (浩 ?,冒, (莞 鑑 仁)
図 2- 11 4 年齢別人口柵成 (国勢調査結果よi)作成 )
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表 2-1-5 年齢別人口の変動
西 暦 1 4歳以下 1 5- 5 9歳 dO歳以J_
人 口 人 口 人 口
1920 4.555 100.0 ム484 100.0 1,597 100.0
1950 4.682 101.1 5,98占 91.1 1.59占 999
1955 4.565 100,2 5.541 85.5 1.450 102,4
1950 4.70占 105_4 7.OO各 108_1 1.456 104.2
1955 4,554 95.a i.497 100.2 1,505 107.7
19dO 5.874 85.1 占.004 92_占 1,占96 121.4
19ム5 2.868 占5.0 5.593 85.2 1.757 125.8
国勢調査結束よb作成
芳井町の人口を年齢に上って,幼年人口 (14歳以下),生産人口 (15- 59歳),老年人口
(i0歳以上)と三つに分けて,それぞれの人口数の変動とそれらの構成を表わしたのが図2- 1-
4と襲 2- 1-5である｡まず表 2- 1- 5をPt.る｡城前には幼年人口と老年人口にはたいした変化
比をかった｡それに対して生産人口比 1920- 1955年の 15年間に 14･5多も淑少した｡戦前
の芳井町の人口渡少は主に生産人口の狭少であることがわかる.第二次大概後の 1950年には戦前
にくらべて三者とも大幡に増加している｡しかし.日本握済が御 するにつれて幼年人口と生産^口
は蔽少してきた｡そして昭和 25年から昭和 48年の 15年間に幼年人口と生産^ロはそれぞれ 59･

















た｡そのためその構成比は 1955年, 19占0年と減少した. しかし19占5年にはその柄成比は
55.8%と匡121 1-4の中では壌大になっている｡これは生産人口の滅少に伴 う出生数の減少と.
全国的を出生率の低下のために幼年人口がこの 15年間に 591蕗,とくに 19占0年か ら1965
年の間に 2a.0多も渡少したため相対的に増加 したのである.幼年人口の構成比はこの減少によっで
28.6序に或少した｡ これは 1920年の捕成比が 36･8蕗であったことか ら考えるとかなりの波少
である｡また老年人口の構成比はその絶対数の増加に伴って 1950へ 1955年の間に再び増加し





の変動を示したのが図 2- 1- 5,それぞ
れの人口の変遷を表わしたのが表 2- 1-
6である｡芳井町の就薬人口は表 2- 1I
6と表 2- 1- 1.図 2- 1- 1,黄 2-







(ホIは ■ tt恭^C)) Er2次先兵)(gF与れJL3t)
図 2-1-5 産業別洗薬人口構成とその変速
(鼠券調査蘇巣 より作成)
軟後の日本の経済の復興に伴って再 び渡少しはじめて 1950年に至ったと思われる｡ 1950年か
ら1955年までの 5年間は滅少を掛 ナ7t｡ところが次の 1955年から1960年までの5年間に
比総人口比裸少を横けたにもかかわらず就業人口は増加した｡ ところが次の 19a0年から1985
年までの 5年間には総人口の減少率 15･4車を上まわる15.8労とレ､う減少率を示 した｡ この凍少奉
は 1950年- = 55年の増加峯 9･2帝,戦前の 192ロ年- 1950年の 10年間の渡少畢 lム.
3魂に比べてきわめて大きをものであることがわかる｡このような就業人口の変動に上って産業別人
口構成がどのように変化 してきたか告示しているのが表 7である｡ 1920年から1930年にかけ
ての凍少のときに軌 図 2- 1- 5よbもっと詳 しい統計を見ても農薬だけでなく全壷井において就
英人ロが減少している｡表 2- 1- 6をみると窮 5次産業就農人口の減少にくらべて,第 1次,第 2
次藍藻就菜人口の減少が著 しい｡その結果構成は表 7のように変化した｡ 19 50年の構成をみると
戦前のそれにくらべてたい した変化はみとめ られ別 0^ 1950年か ら1955年の就菜人口の減少
は窮 1次と第 2次就農人口の減少である｡この間に那 次蓮井就業人口は 26,4虜も増加 したので第
3次産業就業人口の練成比は 211帝増加 したOまた第 1次産業人口の榊成比は 214庫叔少 した｡第 2
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表 2-ltd
産 業 就 業 人 口 第 1次産 業就業 人 口
総 数 刀 女 総 数 罪 女
1920 7.057 10Q.0 5.727 5.558 5.788 一oo.0 2.870 乙910
1950 5.906 83.7 5.571 2.555 4.825 8i5 2.占45 2.180
1950 6,674 94.6 5.占59 1055 5,3Li4 92.5 2.484 2,460
1955 占.057 85.8 5,285 2.774 4,708 81.5 2.576 乙552
9ー60 6.540 8?.8 5.189 1151 I.占17 79.9 乙10〔】 2.517
19d5 5,559 75.7 2,881 2.558 i158 54.占 1,499J 1.659
第 2次産業就薬人 口 第 5次蓉兼就美 人 ロ
総 数 罪 女 倍 数 男 衣
1920 845 100.0 4 5ー 250T H 2 10QTO 442 †ワo
1950 457 70.9 BOD 5ー7 占24 987 426 198
1950 541 85.9 418 l125 789 124.8 557 252
1955 505 78.5 555 152 844 155.5 554 29〔)



















表 2-1-7 転出入者の転出先 ･前任地 (県内)
転 出 先前 任 地 転 入 者 数昭和42年度 昭和45年産 昭和44年度
井 原 市 5占 51 75
岡 山 市 15 22 16
倉 敷 市 12 15 19
笠 岡 市 A 6 12
.総 社 市 4 2
高 梁 市 2 2 7
新 見 市 1 1
津 山 市 1 2
西 大寺 市 1
玉 野 市 1
市 部 計 95 101 129
川 上 部 15 7 4
′J､ 田 郡 9 9 1
浅 口 郡 2 5 2
和 気 郡 2 1
御 津 郡 1 2
都 窪 郡 1 1
吉 備 郡 1 1
真 庭 郡 1
邑 久 郡 2
赤 磐 郡 1
阿 哲 郡 1
上 道 郡 1
児 島 郡 2
久 米 郡 1

































ているoすなわち広島が 40- 50虜を占め他を圧倒 している｡これに次ぐのが大軌 兵風 京都を
中心とする近敢諸県,さらにこれに次ぐのが東京を中心とする掬庶諸妹で奉るO全休的にみれば転入
者の前臣地と転出者の転出先壮広軌 大阪 ･兵風 史京を5つの核として太平洋ベルト地帯に塊中し
ている｡
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表 2-1- 8 転出入者の転出先 ･前任地 (県外)
転 入 者 数
昭和42年度 昭和45年度 昭和44年度
北 海 道茨 城栃 木群 馬埼 玉 5I 412 1
千 葉 2 5
東 京 1 15
神 奈 川山 梨静 岡 41 2】 5 1/_愛 知
岐 阜長 野新 潟古 山石 川韮滋 賀 54 15 51
京 都 2 550奈 良 558
和 歌 山 1
大 阪 57
兵 庫鳥 取島 根 194 1861I 181







! 一 t5 リ 1i 15
l l d 1- 2
15 ●ト 22 16
｣ 152.. 21 51ム 5





































総数 (人)第1次磯 第2次蛮菓 第5次轟菓
2,891 1.971 428 l492
2.589 1.150 7" l 69ム
L
[ 1.占80 1.552 l18 110
1.2dd 1.015 105 148
1.425 1.208 87 l50
956 585 190 165
ム78 615 8 57
襲2-1-18 年 齢 別 人 口
総 数 14才以下 15-59才 60才～
l
5.549 2,195 5.55占 670
4.04(〕 1.285a 2,755 854
2.924 1,0占7 1,522 555
2.467 785 1,250 454
2.787 982 1,414 511
1,819 554 940 525










が印象的であった｡陰地の総戸数吐 17戸 し19 占 5他界鹿林業センサス)である｡そのうち専業敢
家が5戸.第1種耽美段家が 10戸.窮 2概兆英独家が 5戸である｡兼業法家が多いのは日本全体の
櫛向と同じであるが,範 1椎柴莱鹿家が第2櫛北港在家より多いのは興ってLTlるO総人uは 75人
(19占5年)であるO 15歳から59歳までの生1'^ 口結その うち29人であるが 10代と20代
のものはあわせて5人 しかおらず若者の転出が苦しい｡総擢営耕地両顔 (畑,臥 樹鹿地)は9町9
度 7畝 (1965年)であるOそのうち畑が 5町9反 1軌.田が 2町8反 6畝,樹親地が 1町r戊で
あるoこのように畑作中心であり, 1戸当少平均経営耕地両横は約 5反9畝で,日本の平均約 1町 7






いてみると,<スが 1日に 7- 8往復しているのみで.しかも井原まで 50分もかかるというととだっ
た｡
(2) 戸数と人口の推移
陰地の戸数は職前50戸であった.それが畔後 19占0年までに尊家離村で 2戸滅少して 28戸に
怒った｡これが 1985年には17戸に.すなわちこの5年間昨約59帝も減少したO聴取によると
陰地の挙家轍村は昭和 5占年 (1961)を境としてed･.敵にはげしく売ったということだった｡また






示したものであるO これを見ると1960年と19占5年の5年rBLjに 2- 5人の家は 1戸ずつ増加し
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たの忙対して4-8人の家は 1- 4戸減少 している｡ これは若者の転出の結果であると思う｡
看て212-1 年齢別人口
1960 1985 増渡
年 齢 計 男 女 計 男 T3 計
14才以下 53 52 25 51 191 12-24
15-19 7 5 2 5 2 1- 4
20-29 16 7 9 2 02-14
50.-59 15 5 8 占 5 5- 7
48.-49 17 7 10 9 5 a-ll
50.-59 9 7 2 9 占 5 0
60.-64 9 4 5 1 01- 8







阿 2-2-1 年齢別人口構成 (陰地)
(世界曲林業 センサスより作成)
人 員 1960 1965 1965- 1960
1人 1 1 0
2人 5 4 1
5^ 5 4 1
4人 5 1 - 4
5人 5 1 - 4
占人 5 2 - 1
7人 4 5 - 1
8人 4 0 - 4
9人 0 0 0




5反未満 5- 5反 5- 7反 7反- 1町 1町以上 計
1960 10 a 9 5 0 28






もの瀕少峯を示した｡ 5- 5反の膚はム戸が 4戸に (叔少率55飾),5- 7反の屑は9戸が 7戸に
(減少率 22多)滅少したOこれに対して7反- 1町の膚の戸数には変化がなく, 1町以上のJi吐 1
9 ム0年にはみられなかったが 19 ム5年に吐 1つみられるO以上からわかることは戸敏の減少奉は
横嘗桝地面横が小さい膚から大きな層になるVCつれて戟少しているということ.すなわち経営耕地面
鎌が小さいほど尊家離村するものが多いとL71うことである｡これ紘.観後の日本の経済頓興,特に昭





































表 2-2-4 陰地の世帯数 (戸)
総 戸 数 陰 地 上 陰 地 下
衰 212-5 陰地の革家稚村At家教 戸 (戦後)
総 戸 数 陰 地 上 陰 地 下
昭和 56年以前 5 2 1
表2-2-i 陸地拳家離村牡家の転出先別戸数 (喰後)戸
県 外 5 棟 内 8
大 阪 帝 2 井 原 市 5
兵 庫 腺 1 芳 井 町 1
愛 知 県 1 岡 山 市 1
広 島 県 1 食 費 市 1
上 道 町 1
金 光 町 1
注:哀 2- 214-表 2-217比聴取にエb作成
引 用 文 献
地球 第 15番 第 6号 p12- 14
笠原 -盟.F日本史百草J






会 社 員 5
商 業 2
労 務 者 4
僧 侶 1
･貸 家 業 1
(薩 田 広 志 )























2. 畿内及び,国都壁制を定め,地方行政区画の塵胤 軍事 ･交通上の諸制度〇
五班田収疫の法｡









こ孟壷月那 かかれた五郷を鮒 してみるK,地舶 先述したように,旧山陽道周辺と芳井天神山
一帯である｡一応,細を五十戸として,ちなみ忙計算してみると.後月郁五郷で,50戸x5--250








坂長駅(和気都三石 )一河摩駅 (赤磐郡可東和 )一高月厭 (赤紫部西高月村 )一津南駅 (御幹郡辛
川市場 )一律幌駅(現在の位位は明らかでないが,都建都山手村西都付近と推定o )一河辺駅 (育
備郡河辺村 )-小田駅 (小田部′トEl村 )一後月研一安部駅 (広島県 )に至るというJrRであった○

























前者比都須与-が地雷戦を保有した荘園であるo郵袋氏仇 もともと下野国 (栃木県 )那須地方か
ら出た関東武士であって.癌氏に屑していたo与-那.屋島合戦 (文治元牢- 1185)の折に戦功

















古時之食況詳カナラスト モ,我与井村クルヤ足次宵二拐スト,又井原ノ荘 卜唱7時モアリ, (敬
略 )
(｢備中国後月都与井村村議｣明治 12)



















































大踊 晩 出豹 尼子勝久へも同様の魅力を依臥 前年の仇紺 つ触 右,iち糾 ていたのである｡







かつ,用手綱 ･掛鎗 ･長刀 ･斧等で武装した土民エbなる手勢を合わせ,総勢三千の軍を轟いて備中
国後月郡荏原方面よb夜中に備後国(IC人D.永疎 12年 (1569)6月 18日未明,神辺城を不意








勝 久 (花 押 )
藤井 能登 守人 道 殿
追而申含鳳 柵召表之嵐 毛利御取合,別伽J被付御心 懸命御馳走千席肝衷候.不関大′｣､幼一
以々使者可中人候.又大江田等可被談合候,猶盲壌追々可承候,恐々謹言｡
永穣十二年六月二十九日
勝 久 (花 押 )





勝 久 (花 押 )

























































(渡 辺 光 )
引 用 文 献
江 1) 岡山県後月郡役所 (1926.):｢後月郁恵 ｣555- 5400
江 2) 永山卯三郎 (1958 ):｢桐山煉通史｣上巻. 540｡
住5) 永山卯三郎 (195D):｢帆LJ煉通史｣上執 542- 545
注 4) 井原市教育委員会編 (1964):｢井原市史 ｣ 128--155
注 5) 藤井定市 (1959):｢川相誌 ｣109- 125. 226- 2270
江 6) 吉田徳太郎編 (19占2):｢伯中孟｣,上i胤 802
住 7) 青田徳太郎嗣 (19占2):｢備中誌 ｣769- 8050
注 8) 藤井定市 (1959):｢川相乗 ｣227.-252.
荘 9) 藤井定市 (1959):｢川箱詰 ｣ 255｡
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小堀氏の跡に.元和 5年 (1d18)人封したのが池田長幸で卑るo彼は松山を中心に 8万 5千石
を領有したが.子長常が寛永18年 (1441)に没した嵐 その跡を継ぐものがいなかったため斬
為したo斬 上9長常の弟長1i(倦理 )が盟 19年に.鐘月戯井原村 ･片壌村 ･宇戸川村 ･席江村の




池 田修理磯 部陣屋井 原
六 百番捨石五斗 八升六合 参勺 攻 月都井 原村
弐 官給六石電 斗弐合 片 蛍 村
御 高参首石
地t]弾正様 御陣屋 をD井 脱へ仰額
百五冶七石四斗 九升五合 後 月胡井 原村
弐 百弐拾大石 菅升弐合 字 戸川村
式捻七石四斗八升七合 朋 江 村
















199石 5斗 1升 8合
150石 5斗 3升 1合




かし,その子勝宗を経て孫の勝美が没した際後継の腸相も元禄 6年 (1d95)11月. 13才で没
したため知行地を没収せられ.その朝地は一時赤師 辞浅野氏によって治められたo水谷氏は先租の勤
初,lCよb,一族の勝時V日 千石を嶋わってその名称 残され私 この成本水谷氏の知行地は｢松山袖鍵｣
VCよれば,
高山村 ･和賀村 ･七地相 .長地村 ･長屋村 .相坂村 ･下切村 ･県萩村 ･地頭村之内三のへ平と申所
八捨石余




他 谷 村 六拾四石七斗菅升参合五勺




万5500石の領主であったが. 5代長成 (月享 5年～元轍 18年 )には後継がなかったので,一方
に当たる幽衆刺 とl'ものを後継忙し上うとしたところこれが発狂したため元緑 1D年美作国の所領
は収公された○ しかし森氏は新 に忠誠奮尽 くしてきたということで.その頃長生 きしていた2代長
継に傭中也後月都 ･哲多邪 ･毘屋邪 ･鵠口邦 .小田部円で2万石を与えた｡長継は初め戎口邦片島村
に住んでいたが後vC後月都西江原村に移った○西江原の館比と呼ばれている所vC陣屋を僅レ､た｡篭形
造Dの虐物が現在も残っているo当時森氏の所領中後月郡にかかる村名は以下の如くであった｡
書井村 ･天神山村 ･山村 ･川相村 ･上嶋村 ･下嶋村 ･東三原村 ･木之子村 ･門田村 ･西方村 ･神代
村 ･東江原村 ･西江原村 ･寺戸村 ･上出部村 ･下出寄附 ･笹賀村 ･数名村 ･梶江村 ･拒漸村 ･与井
村 ･名越村 ･骨野村 ･北山村 ･酉三原村 (以上 25ケ村 )
長継の手長直結篭永5年 (1iOd)播州赤穂へ転封され,元練 14年 (1701)忙除卸された
茂野氏の後VC納まったo後月郁円の旧森氏所領はその成文化9年 (1812)まで首余年間幕府直軸
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写真 4-ト 1 森侯陣屋祉vC立つ地蔵堂






















･確潜 ･下野 ･甲選 ･和泉･武蔵の6ケL3ilVCわ
たって領有していたが,その後の変適を経て井
末忙在ると.摂浄･和泉.格磨 ･備中.武蔵 ･
下総 ･下野 ･越後の8ケ鼠22都に散在してvlたO-縮氏は文政 10年 (1827)2月以後,備中
国では上房･/｣､田.後月の5都vCわた少5万有余9を慣有することVCなった｡領有した後月都の内訳
を示せば衰 4- 1- 1となb.芳井町朗係地奴の大部分はその所領で, この支配は.幕末まで続viた｡
表4-ト 1 -柵領知朋の村苛及び村役人名
1.595-965 l西 江 原 禦 薫 苦 言 L片 山 茂九郎守 屋 鹿 瀬〆 屋 礎右禰門 元右裾門〆 岸 衛93.212 名 越 田 辺 丑三郎
596_.585 花 滝 橋 本 実 作
1,174.454 東 江 原 田 中 応 助渡 辺 鉄太郎〆 ■ 井 487287 青 野 三 宅 理藤太〆 寺 岡 定 蔵
557.875 神 代 笠 原 泰 平〆 渡 辺 鉄太郎 75.7ロ4 北 山 西 山 惣 太
71.752 寺 戸 猪 平 新 平
599.614 山 野 上 三 村 紀四郎武 田 都良太定 光 寿 助
〆 後 藤 栄太郎三 宅 儀 介 145.254 与 井 山 茶 朴 助
789.059 門 田 佐 藤 哲 二三 好 都兼冶守 屋 廉 助北田鹿 瀬 太 1,000一759 吉 井 三宅 仙石術門渡 辺 仙 乎〆 早 川 嘉 平
148.812 天 神 山 高徳 荻右衛門同 屯太郎326.59占 西 方 小 寺 治太郎
429.281 七 日 市 藤代 華右衛門′ 佐藤 正左 108.547 藻 傭 山 成 埋一郎
573.6d4 川 和 山 本 朴 助
541.068 上 出 部 猪禾 伝左輔門坂 EEl 久肺太p- 井 _上 五八郎
412.8555 池 谷 熊 原 伊久治
480.298 山 日 向 三郎平
650,699 下 出 部 山 足 谷 助菊五郎本 朴 586.25占 下 鴨 佐 木々 友三郎′ 三島 松右衛門
407.052 名 賀 鳥 越 森太郎大 橋 喜三細 羽 又七〆 佐藤 正左衛 門 406.750 東 三 原 藤田 三左衛門222508 西 田 中 竹之助〆 山 室 彦市郎
渡辺 正利 (1841):備中村薙 .｢書館郡香魚成｣窮 2巷, 521- 525
以上によって.芳井町蛸係地域の飯主の変超及び領有馳係 を図示すれば図 4- 1- 1の顎口くである｡
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れたo花山文幣 上ると,廷宝から文政まで珊 官軸 表 411~2のとおDであるo
衰 4-1-2 代官及び領主名 (書井村 )
任 用 年 月 代 官 名 任 用 年 月 代 官 名
延宝 d (1678) 彦 坂 平 九 郎 StR18 (1755) 小 林 孫 四 郎
同 7 (1679) 都 茶 長左術門 元文 5 (1740) 石 原 冊 兵 衛
天和 5 (1683) 服 郡 六左術門 疋 田 庄 九 郎
月草 2 (1685) 後 藤 見右術門 寛保元 (1741) 千 種 冊右衛門
元稚 5 (1692) 平 岡 曹左衛門 宝修 5 (1755) 稲 垣 藤左衛門
同 9 (1696) 山 与 療左禰門 向 丘 (1756) 洩 井井 作右衛門
同 10 (= 97) 森 ■和 泉守御領分 明和 2 (1765) 野 村 彦左衛門
宝永 5 (1706) 長 谷 川 六 兵 術 同 d (1789) 会 田 伊右漸 う
同 5 (1708) 鰍 田 伊右衛門代 妄永 5 (1776) 花 木 辰 治 邸
高 山 半石爾門 野 村 彦右裾門
大 沢 専右衛門 同 d (1777) 花 木 伝 治 郎
同 占 (1709) 棚 田 伊右術門 同 7 (1778) 守 屋 弥惣衛門 .
正徳 5 (1715) 野 田 三郎左衛門 同 9 (1780) 川 崎 平右術門
同 5 日 715) 川 野 弥 一 郎 天明 7 (1787) 早 川 八郎左衛門
学僕 5 (1718) 曾 根 茂右術門 孝和元 (1881) 塵 d] 又 兵 衛
河 原 安右衝門 文化 2 (1885) 山 田 常右衛門
同 4 (1719) 中 島 内 戚 助 何 10 (1815) 脇 坂 中務大輔
平 野 助 之 遁 描 州 竜 野 卸 領 所
同 5 (1720) 平 岡 彦 兵 衛 文政 10 (1827) 江 原 御 役 所 一 橋
同 d (1721) 鈴 木 九 太 夫 伊 藤 伴 助
同 i (1722) 占. 部 文右術門 天保 8 (1837) 佐 々 木 新 五 郎
同 8 (1725) 平 岡 彦 兵 術 同 9 (1858) 榊 原 藤 五 郎
岡 出 春 兵 衛 同 日 (1840) 山 本 弥 平
同 10 (1725) 竹 田 音左衛門 弘化 4 (1847) 友 山 勝 治
同 17 (1752) 井 戸 平左術門 安敢 5 (1858) 井 口 替 兵 衛
この裏では安政5年.井石卓兵術までしか記敢がなVlが.｢邦誌｣によれは以後稲垣錬成,田口
滑助が代官となっているo



















- 百姓衣類之像 庄屋-蛮子共二絹 ･細 ･木相可署之,平百姓者布木綿之外-不可者之.輪子 ･
紗綾 ･縮緬之類.襟帯二茂致間激候o然共身体宜放者役所迄斬立 差画趣諦絹 ･紬可寿都｡







































































銀月組 .木之子組 ･奥組 .浜手組 一中組
･小tll組総代
江 原 御 役 所
ナ表わちこれに上ると.文政 6未年 (1825)畢kに会い,村方の備荒穀親を座ったので.それ
を年 戻々 していく途中 (文政 10年 )-席債となったO-嶋額となって以後も備荒勲覇岐各村役人へ
頂けられたが,自然と伎VC立たなくなっていったので.陣屋に付属して備荒穀倉全盛て.そこで管理
してもらうことを威出たのであった｡こうしてできるがった貯穀倉は僅坪 160坪,桁行 16間葉行

















④ 祭礼の時の芝居 ･浄 璃尊の見せ物性桝作の意欲をわかさせ75:くするので禁止する｡
④ 村内に出所のわからない無宿者が居れば,混乱を超こす原因と怒るので追放すること｡



















当後月都忙軌,1TQi,慶長7年 (1占02)･寛文5年 (1665)･延宝 2年 (1674)･同







駐賀村 .激名村 .下出部村 ･上出部村 ･西方村 .門田村 ･木之子村一部 ･束江原村一部 ･神代村一
部 .山野上村 ･西江原村 ･寺戸村 ･北山村 ･甘野村 ･銘江村-一部 .窮頼村 ･与井村 ･富井村 .天神
LJ村･川相村 ILU村 ･上嶋村 ･下鴨柑 ･東三原村 ･南三原村 ･池谷村 .花花村 .名越村










北 ケ 市 古検 5畝 歩
一 下 田 日 雷 一畝 . 2歩 善 左 衛門
此 分米 5斗 5升 2合 但斗 代 8斗
同所 古鏡無之但新 開
一 中 田 10間
2間半 25歩 甚 右衛門
此 舟米 1斗 但斗 代 1石 2斗
同所 古検 2畝歩
一 中 田 2謂 4畝 2 0歩 惣左 衛 門
此 分米 5斗 占升 但斗 代 1石 2斗
憲 つ け 占瑛 6畝歩
一 上 田 3謂 7畝 日 歩 次郎 右 術門
此 分米 1石 1斗 5合 但斗 代 1石 5斗
志 つけ 古検 4畝 頻
一 中 田 ;謂 5畝 20歩 次郎 右 衛 門
此 分米 占斗 8升 但斗代 1石 2斗
堂 ノ本 古検 d畝歩
- 中 田 28,胃 8畝 1 2歩 沓 左 衛 門
此 分米 1石 8合 但斗代 1石 2斗
卜 --- 甲 曙----)
ク セ田 古検 1反 1畝 歩
-dl･-
一 切 畠 22閲12間 8畝 2 4歩
此分 米 8升 8合 値斗代 1斗
同 所 古倹 右 之 内
一 切 畠 12間
6間 2畝 1 2歩
比分米 2升 4合 促斗代 1斗
同 所 古検 1畝歩
一 下 々 畠 2 間
d 間 1 2歩
此 分米 8合 但斗代 2斗
源 代 古検 4畝 5歩
- 下 島 58間
10間 1反 2畝 2 0歩
此 分米 5斗 7合 但斗代 4斗








52問 1反 2 0歩
此 分米 4斗 2升 7合 但斗代 4斗
(--中 幡 -･t)
a fil'】
d 間 1畝 6歩
此 分 米 1斗 2升 イ旦斗代 1石
brij]
15間 2畝 1 8歩
此 分米 2斗 d升 但斗代 1石
四壁 無之
新 屋 奴 古検夕耗之
一 屋 敬
1謂 4尺 5畝 20歩
此 分米 5斗 ム升 7合 但斗代 1石
厳外 東 1 8間幅 1聞 8歩 的壁 除 之
新 屋 激 古枚 触 之
- 屋 放 6 聞6 間 i畝 古参













- 屋 敷 d間
7間 2尺 1畝 1 4歩 甚 左禰 門
此分米 1斗 4升 7合 但斗代 1石
鼓外表 1 0間幅 1間 1 0歩 四壁 除之
(--中 略--)
右 之 寄
古 検 6反 1畝 1 0歩
一 上 田 7反 5畝 2歩
此分米 1 0石 9斗 6升 1合 但斗代 l石 5斗
古 検 1町 5反 5畝歩
一 中 田 2町 1反 9畝 8歩
此分米 2 6石 5斗 1升 2合 但斗代 1石 2斗
古 根 d反 2畝 1 5歩
一 下 田 1町 2反 4畝 2 0歩 半
此分米 9石 9斗 7升 5合 但斗代 8斗
古 検 1町 2反 8畝 2 0歩
一 下 々 田 2町 5反 1畝 5歩半
此分米 1 0石 4斗 5合 但斗代 4斗
占 検 4町 5畝 1 5jJi一
計 6町 占反 8畝 4歩 此分米 5 7石 2斗 9升 1令
占 検 5反 1畝 1 5歩
一 上 畑 5反 8畝 1 7歩半
此分米 5石 8斗 5升 9合 但斗代 1石
古 検 1町 4反 1 0歩
一 中 畑 2町 2反 2歩半
此 分米 1 5石 4斗 9合 偵斗代 7斗
古 検 1町 1反 9畝 1 5歩
一 下 畑 2町 丘反 2 4歩 半
此 分米 10石 7斗 8升 8合 但斗代 4斗
古 検 9反 5畝 2 日歩
一 下 々畑 4町 7反 2 5歩
此 分米 9 石 4斗 1升 5合 但斗代 2斗
古 検 7反 2畝 2 5歩
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一 切 畑 5町 4反 1畝 5Jt;辛
此分米 5石 4斗 1升 5合 但 斗 代 1斗
占 検 4町 5反 7畝 2 5歩
計 1 5町 4反 1 5歩 此 分米 4 2石 8斗 8升 4合
占 検 1反 1畝 5歩 (1 2ヶ所 )
一 足 数 d反 5畝 2 4歩 (2 5ヶ所 内 1ヶ所 郷蔵 屋敷 )
此 舟木 占石 5斗 8升 2合 偵斗 代 1石
内1畝 占歩郷威段数但御蔵有之内者御年貢除之 此分米 1斗 2升
外 5畝 1歩 四壁 痕林 除 之
古 検 15町 5畝 10歩内 4町 2反 8畝 25歩 川成荒地委細晩ヌ鵡●之
反 別合 計 2 0町 7反 2畝 1 1歩










等先 之 出 目 9町 2反 1畝 5歩 半
古板 類 之 分
但新 関共 2町 7反 6畝 2 0歩半
106石 2斗 9升円5d石 6斗 7升 5合
川 成 荒 地 無 地 高 蚕棚 触 ,* ニ有 之
1 0 6石 5斗 5升 7合
古検 有 畝 ム 9石 占斗 1升 7合
竿 先 之 出 目
古検 頼 之 分共
2 4石 5斗 S升
薪 開 泡 2 0石 5斗 9升
右 之外 御 ′ト物戒








松 葉一 尺 姐より内 其外 小 松 柴 木 有







襲 瀬 村 庄 屋
築 瀬 村 案 内 者
■ 連 署
御 勘 定 所
以上が検地帳の実腔であるが, この帳の寄せを表示すると表 4-2-1のとかDである｡
表 4-2-1 延宝 5年築瀬村根地帳棒針
検地桝地 古 検(座長年間 ) 痩 宝 5 年 検 地面 械 分 米 斗 代
上 田 町 反 畝 歩 町 反 畝 歩 石 斗 升 合 石 斗6 1 10 7 5 2 10 9 6 1 1 5
中 田 1.5.5. 0 2.1,9.8 26-5. 1.2 1.2
下 田 6.2.15 1.2.4.20.5 ?.9. 7.5 8
下 々 田 1.2.8.20 2.5, 1.ま5 18.4.a 5 4
上 畑 5. 1.15 5.8,17.5 i a 5.9 1.0
中 畑 1.4.8.10 2.2,0.2.5 15.4.a 9 7
下 畑 1. 1.9.15 2.a.0_24.5 1a 7. & 8 4
下 々畑 9.5.20 4.7.0.25 ?.LI.1.5 2
切 畑 7. 2.25 5.4.1.i5 i 4_ 1.5 1
屋 敦 1. 1. 5 a.1 24 L 5.a 2 1.0
合 計 8,7. 4.15 20.7. 2.ll 10占.1 5.7
(実 合 計) (20.6.5.ll) (106-?.1.7)
(検地帳VEよる｢合計｣値は逢ってVlるので｢実合計｣を入れておVlた )

















検で8町 7反 4畝 15歩であった桝地面横が.延宝5年で比 20町 7反 2畝 11歩に増加している｡
この増加分11町9反 7畝 26歩のうち,前掲検地帳でみると,新開分は2町 7反 る畝 20歩半に過
ぎず,残bの9町 2反 1畝5分半が竿先の出目となってvlる｡竿先の出目とは同一面横にもかかわら
ず,竿の基峰を短くすることに上って生ずる余剰反別を指すのであるoつまD当時幕府の検地では 1






より光政 11年 (1799)-iで忙実に 27回忙も及び.-横領知時代になっても天保 5年(1854)
から腹応5年 (1867)までiR:占回施行されてLhる｡次にその例を示す0
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備 中国後 月邦 書井 村新 田検 地帳
字 と称 b
見 付 畑 5畝 歩
高 5升
長 1 0間 1尺 8寸
横 8間 4尺 8寸
東 方 川
南 方 古 畑
西 :万 山 岸
芋川 田端





































長 18間 1尺 2寸





長 12間 1尺 8寸

























1斗 占合 但 1斗代
右者備中国後月邦書井村新田検地依破仰付六尺雀卦之間竿を以壱反三百歩之凍相極もの也







































高 5石 1斗8升 5合 元稚年 中
高 1石 d斗 5升
森和 泉守新 田検 地帳









である｡年貢割付には村嵐 田畑の免 ′｣､物成等が記されてか 9,年々の水早損の有熊 もわかる0-
万年巽皆済日雇は実際に納めた米や銀の正確を数字が把轟できる○








?? ? ? ?? ?
? ? ? ? ?㌻
写真 4-2-1 鎌月邦書井村年末免状 (正葡 4年 (1714)
村高に続き残高 ･田免 畑免 小物成が記載されているoなおこの免状の中央部は除V,てるるo
(背井町役場蔵 )
村高は995石 9斗 9升であるが,そのうちで年貢賦課の対象となった顔高は510石5斗 1升 4合
と低い｡この理由は山萌れや川が決壊して妙がEB畑に入ったり,稲が水Vこより腐ったりした分が除か
れたためである｡したがって免率は残高に対し田が 1ツ5分 8厘 1毛,畑が2ツ8分内と極度VE下が





この国によると,享保期には前述した享保 6年yc続いて,享保 1n年 (1725)忙も飢鑑が超こ
り.残高は 140石d斗 4升 2合と前年比 (享保 9)占分の 1余 りとなっているoしかし,この年の
免奉は田畑とも前年と変わっていない0年貫割付vcも定免という触番がみえJiいのだから,走免の為
ではなかろうと判断できるo したがって収奪の強化が夜されたものと考えられるQ定先制は享保 15








変遜れ 総石掛 ⊂対する総年式高の比vz:かいてみると,草保から天保(こかけては娃畢 5年(1746)
から明和 2年 (1765)忙かけての57線 は 最即 して･以後は凡そ52- 54%とな-てV,
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P`R.yJ〇､ ,.._1 か 黒
I---.J 切 丸
レ.､ p ',ilJL1,.--x右打 .--------一一-一一一一一一-------一一一----ー｢
3.2J//.y0
ふ/Ob○Poo∫○T JIBLfbbQJHlQC/OO 対 も
粥も錦城1 - - - -∨ノ














表 ト 2-2 川相H,天神山村の田畑免率
年号文 政 元 同 2 同 12村名 (1818) (1819) (1829)
田免 川 相 村 0.452 D.452 0,5112
天神山村 0.24 0.24 0.2705









･･ 6分米 4分銀納の村々(本途収米の .h大豆代執 与米代銀 )
西江原村 ･寺戸村 ･東江原村 ･寺斬(村 ･木之子村 .門田村 ･西方村 .上出部村 ･同村内七日市 ･下
出部村 ･客質村 (10ケ村 )
2･原石代銀及 4分銀納の村々
山野上村 ･名越村 ･花滝村 ･骨野村 .北山村 .梶江村 .葵瀕村 ･与井村 ･書井村 ･天神山村 ･川相
村 ･池谷村 .山村 ･下鴨村 .東三原村 ･西三原村 (16ケ村 )
と｢都誌 ｣にみえる○毎年 10月江原役所の代官より各村庄屋年寄惣首姓vc. 12月 10日迄に膚帝
するようにとの達 しがあった｡吉井村ほどの大 きな村だと,総村有を4分して組をつくb,各組に庄
屋がいて,庄屋紘自分の組の分を分担して年貫を上納した｡E,の畢実は.享保 15年 (1728)と
元文4年 (1759)の御年貢割付状が茂平次組と新五郎組 (庄兵衛組 )とに分かれて存在している
ことからもわかるし,享和 5年 (1805)の｢亥年四組田畑高改米銀仕出割かけ帳 ｣からもわかる○
これを表示すると表 4- 2-5ととくであるo
表 4-215 青井村各組別田畑及び年巽南 (孝和 5年 )
組名年貢高 三郎右南門組 為右裾門組 官 兵衛 組 啓次兵衛組 計
田 畑 高 (石) 49,9280 275.1285 512.2570 58も5255 1□00.d57
田 高 (石) 25.7850 125.5879 141,8555 1Ll5,4504 456.675
畑 高 (石) 2d.1450 14?.5404 170､4855 217.8729 565.962
糾 合 米 (石こ銀 刀) 9.1458 49,94 7ー 54.178占 42.9579 178.2020
こうして組ごとにかけられてきた米銀両を.庄屋仕百姓の桝 田持高の多少に上って村人に削 9当てた
わけで4)った○
(音 永 夷佐男 )
引 用 文 献






4) 井戚市史細井姿見金柑 (1964):｢井原市史｣187- 1880





VCついて考察することは史料の榊 廟から不可能なので.築瀬･梶江 ･与井 ･川串の各村を中心と
L壁 臼は⊥L90
げ:近世にかける村内耕地状舶 みると表4-3-1rこ示したどとく.全休的に畑地が多ho襲























表 4-5I 1 寺井町Bg係諸村耕地明細
品 等- 築 瀕 村 文政 11年 梶 江 村 文政 2年 一 与 井 村
面 横 斗代 高 育 斗代 高 面 研 斗代
田 二万 上々田 - - - - - - 反畝 歩1 7.8.175 石1.8
上 田 反畝 歩 石 石 反畝 歩 石 石 l77.0.005 1.87.5.02 1.5 10.961 ま4.815 1ー占 5.449
中 田 21.9.08 一.2 26.512 1.5.29 1.3 1.995 19.0.045 i.5
下 12.4.205 0.8 ?.?75 1.5.10 1.U 1.5265 227 4 0
下々田 26.1.0占 0.4 10.447 2.7,14 0.7 1.519 14.14 0.7
山 田 - - - - - - 2.4.04 0.4
計 占7.8.0占5 57.895 9,0,245 10.2895 152.4.2d5
畑 万 上 畑々 - - - - - - -
上 畑 18.2.12 1.0 1口.240 21.all 1.8 21.859 ll.0.015 1.0
中 畑 22.aO4 0,7 15.409 21.ま255 0.7 14.570 2u9.18 87
下 27.2.06 0.4 18.888 184.195 0.4 7.541 55.9.895 0.4
下 畑々 47.0.25 0,2 9.41d 7.4.01 0_2 1.555 5i7.255 a2
切 畑 45.8.15 81 4.584 6,4.29 a.1 0.d44 - -
計 152.4.00 50_537 75.5.24 45.989 104.&225
合 計 220_2.065 1Da252 84.&185 5d.2.585 257.1.19
任) 本表れ 史料偶 作記載の各史料 (芳井町役場所蔵 )yC⊥って作成した｡
ただし.盲井村の｢斗代｣は天明7年｢村明細噸｣(同役鳩所蔵 )VCよった｡
とあり,一層労農な土地条件であった｡




田方稲作之儀早稲中禰木綿作社債o畑方之儀変作木細作井大豆小豆粟稗少 宛々作申候｡ (文政 12
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明治 4年 書 井 村 幕政 11年 川 相 村 文政 12年 天神山村 文政 11年
葛 面 耕 斗代 高 面 積 斗代 渇 面 硬 斗代 高
石 反畝 歩 石 石 - - - 反畝 歩 石 石
114.145 7.4.085 1.8 15.559 1.i15 1.7 2.294
45.22占 117.ム815 1.4 18a168 反畝 歩27.4.255 石t5 石41.250 10.8.155 一.5 16.258
24.720 129.9.115 1.5 1da920 54.0.lo§ I.2 40.842 2一.2.275 1.2 25.550
22ー727 55.1.15 0.9 47.855 15.4.185 0.8 12,571 21.&015 0.8 17,284
2.007 56.7.255 0.5 1&595 5.9.2ム5 n4 2.595l 2ー.2.045 a4 4.88d
0.968 - - - - - - - - -
107.795 545.a800 456.675 82.9.21 9d.858 47.5.000 6&27空
- 5エ&29 1.5 78,044 - - - 1ま7.255 1.5 17.915
10.942 2占エ4.26 一.0 2占ま487 9エ4.ll 一.8 95.458 18.5.285 1.0 18.595
14.588 205.5.015 a7 142.515 111.a.02 a.7 78127 2ま5.02 0.7 16.455
14.840 144.4.285 0.I 57.798 1占7.0.19 h4 46.821 4?.1_19 n4 1?.465
7.242 115.0.27 0.2 2まOー8 8ま4.17 u2 1i755 44.4.28 a.2 8.899
- 71.a.18 u1 7.1朗 52_1.195 a1 まま28 12.1.02 nl 1.211
47.404 851.9.10 541848 487_9.085 25&359I161.4.ー5 82.558









村 名 L 築 赤 村 凝 江 村 与 井 村 宇 戸 川 村 t
年 次 明治 12 (1879) 明治 15(1880) 明 治 2(18占9) 明治 10(,8可
産 物 政 奮 価 格 赦 丑 価 格 政 丑 価 格 敢 丑 価 可
栄 165石 1181円 98石Siト 945円 3ー5石~~ 1523円 日石1斗 281円
も ち 米 24石7iト 181 16石 24 - - 4石-3斗 ll
大 麦 241石 5斗 728 229石&斗 9占4 再呼 7斗 77る 84石6斗. 457
小 麦 i5巧 7斗 277 18市1斗, 114 12石 85 51石9斗. 94
襟 裳 44石9斗 200 44石占斗 29□ - - 28石3斗 占8
莱 11石5斗 51 5石Tエト 55 5石占斗 5占 5石4斗 ll
秦 2石4斗l 7 1石2斗 5 - - 石 1斗 8
稗 - - - - - - 占斗 8.5
大 豆 57石2斗 195 22石4斗 148 5石5斗 2占 8石8斗 58
小 豆 - - - - - - I -
ソ ノヽ 57石1斗 2日 17石d斗 95 - - 50石4斗 41
トウモ ロコ.y 2石2斗 7 2石9斗 12 l - - -
甘 柿 57070斤 542 25525斤 204 )40石 ? 58880 117
■lT儒 斡 稽 259イ斤 21 1840斤 20 7 占888斤 54
実 綿 5157斤 217 87斤 1 675斤 9 - -
生 糸 占斤 59 6斤 5ロ 18見目 ? 2275珂 -
監 禁 19578斤 IO古5 14469斤 845 2占83斤 157 4505〃 75
葉 煙 草 1284斤 58 540斤 25 2000斤 88 1石5斗 151
菜 種 2.倍 147 4石5斗 52 左石 45 - 12
& # 285Jf- 44 - - - - -






ととく,明潜初年頃における良薬生産構成によって考寮すると.築瀬村で仏 米 .もち米 ･大袋 .,J､
麦 ･襟裳 ･果 .大豆 ･ノバをどの倣頚を主とする潜通曲産物が占8多を占め(内.米が24%)一万.
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束 三 原 村 再 三 原 村
明 治 9 (1876) 明 治 9 (187d)
裁 丑 価 格 数 丑 価 格
224石9斗 2204円 157石Biト 5ー50円
12石8斗 19 14石1斗 21
241石斜-1015 180石3斗 Ji21
日石5斗 80 拓 ふ斗 占
9石d斗 82 1石Siト 18
42石4斗 277 51石9斗 208
19石ぎト 81 8右列- 54
42石4斗 54 15石5斗 1ー
14石8斗 12占 9石5斗 70
6石5斗 7 巧 2+ 7
24石5斗 1一1 17石3斗 91
- - - -
9000斤 72 530q斤 24
35占08斤 578 14508斤 182
- - - -
I - - -
800斤 41 540斤 18
19800斤 851 10000斤 450
8石 . 40 5石 58
- - - -
表｣によも与井村 ･東三原村 ･西三原村は｢村
江村にかける明治 13年の単価を適用して井出










































ついてみると,延享5年 (1746)の56戸から.文政 11年 (1828)には70戸.明治元年
(1868)VCは81戸に増加している｡梶江村では,寛保元年 (1741)の27戸から.寛政元
年 (1789)の37戸.文政 11年 (1828)の41戸.明治元年 (1868)の5rl戸と,同
表4-5-5 菅井町関係藤村戸口の推移
A 築 瀬 村
年 次 戸数 人政 拘男 女 僧 牛 局 史 料
延草 3(17日 ) 58戸 245人 127人 日8 〇 20匹 一匹 延字5年｢明細笹上境 ｣
宝暦10(1748) 51 245 150 115 0 55 4 宝衝 10年｢明細啓上傾｣
明和 7(1770) 58 2一占 126 118 2 55 2 明和7年｢村明細甘上鵬 ｣
文政 5(1822) 占9 Sd1 177 181 5 52 1 文政5年｢村方有姿母上帳｣
〝11(1828) 70 359 187 149 5 叫 1 文政 = 年｢明細臓｣
明治元(1868) 81 4d5 241 221 1 吐応4年｢明細岐｣
〝 10(1877) 85 482 249 232 1 45 I 明治 10年-15年｢年表｣
8 11( 8ー78) 87 485 244 241 0 45 8 同 上
′ 12(1879 90 485 244 241 0 58 0 同 上
荘) 数字は史料機に記載の各史料 (寺井町役場所蔵 )に上る｡
B 梶 江 村
年 次 戸数 (内)橘待 無南 人数 (内)顔 女 午 局 史 料
発保元(1741) 27戸 129 77人 5 7匹 1匹 寛保元年｢村明細碩｣
宝暦 2(1752) 27 125 73 50 12 2 宇和元年｢宗門辻日食 ｣
安永占(ー777) 58 4ー7 74 71 8 1 安永占年｢村明細横｣
寛政元(1789) 57 54戸 5戸 159 71 88 8 1 1
′ 2(1790) 36 54 2 158 70 占8 8 1
p 5(1791) 56 54 2 158 70 68 8 1
, 4(1792) 56 157 75 d2 8 2
0 5(1795) 56 152 85 47 8 2
0 6(1794) 56 149 85 dd 8 2
寛政8(1796) Sd戸 147 85人 84 8匹 2由
′ 9(1797) 58 159 89 70 8 2
′10(1798) 56 161 81 8D 10 2
′11(1799) 56 160 90 70 10 2
〝 12(1800) 58 171 9占 75 18 2
孝和元(1801) 58 172 95 77 12 2 宇和元年｢村明細帳｣
文化10(1815) 57 182 99 85 14 2 文化 10年｢村明細帳｣
4 14(1814) 57 ldtI 95 75 10 2 文化 14年｢家数人別杏上嶋｣
文政11(1828) 41 207 10占 101 15 4 文政 11年｢村明細傾 ｣
′ 12(1829) 41 56戸 5戸 215 107 10占 13 4 文政 12年｢村明細傾｣
明治元(1868) 51 40 ll 281 156 145 21 5 感応 4年｢村明細帽 ｣
0 5(1870) 52 41 ll 285 140 145 22 5 明治3年｢村明細帳｣
江)数字は史料欄に記載の各史料 (寺井町役宅所戎)による○
横に姉増している.表 415-4忙上り.青井村についてみても,安永占年 (1777)の280戸







ち,築瀬村でみると,文政5年に抽 ･骨油穣 1人と瓦族 1人がvlる忙すぎず,段応 4年に至って油･












年`次 村 高 (内 )人 作 田畑 高 ･｣､前 田畑高 戸 数 (内 )高 時 無 高Z
安永 d(17-/7) 1000石457 - - 280戸 249戸 51戸l
天明 7(1787) ■l - 284 255 29 l
文化 14(1817) 一▼ - - - - I
文政 3(1820) ′ - - 287 - -
〝 10(1827) - - - 50.9 289 20
〃 12(1829) 998石895 - - 515 - -
天保 9(1858) =〕DO石占57 15一石811 807石911 522 287 55
p lo(1839) 〃■ 156石855 802石847 525 279 44
a ll(1840) 〟 151石128 808石594 524 275 51
〟 12(1841) 〟 157石809 788石421 52占 274 52
, 15(1842) - 144石d45 801石585 525 2d9 58
k 14(1845) 一少 148石485 797石747 530 270 80
′ 15(1844) A 167石85戸 791石425 5-55 272 85
弘化 2(1845) 〟 551 - -
I 3(1848) ■ 1占1石448 794石525 552 272 60
′ 4(1847) - 1d2石799 7_95石152 529 270 59
′ 5(1848) b 15占石959 798石995 552 275 57
為永 5(1852) 1000石759 17d石841 782石985 552 275 59
Jr d(1855) 一■ 185石525 774石521 558 280 58
0 7(1854) 〟 166石1LI5 795石699 - - -
安政 2(1855) 一㌢ 16占石994 792石848 - - -
p B(1856) A 162石422 797石422 - - -
〃 4(1857) P 172Edd0 787石184 - - -
〃 5(1858) ノy 168石844 791石040 - - -
〃 d(1859) I 18占石084 775石760 王58 282 58
, 7(1860) 〟 189石092 770石752 545 282 65
万延 2(1841) 一ケ 185石409 77占石455 545 272 75
荘 1) 安永 6年.天明7年,文政 5屯 10年. 12年.明治 5年のものは各年次の｢村明
文化 14年のものは｢文化 14年人別増味啓上帳｣(同役場所蔵 )による｡
天保 9年～万延 2年の ものは｢策門人別増滅辻目希帳 ｣(同役場所蔵 )による｡
2) 戸政は寺庵を除いた数である｡
-76-
11.151人 15人 58.0人 56.0人 1人 ム0匹 18匹
1.151 14 575 540 1 52 10
1.215 9 621 585 7 85 d i
1,17占 ll 620 545 1 - -
1.298 12 685 601 10 48 ム
1,584 12 717 占55 10 56 7
1.405 5 711 679 ll - -
1.420 17 718 685 12 - -
1,585 17 d94 占72 12 46 4
1,408 15 占99 894 1与 48 占
1,425 10 705 708 15 dl 5
1,451 15 724 714 14 56 2
1,481 15 728 720 14 56 2
- - - - 14 - -
1.440 12 715 755 14 56 2
1,494 15 74d 755 一ll 44 5
1.505 14 754 755 1u 41 5
1.592 14 798 780 8 4占 5
1.595 14 882 779 8 52 4
I.578 15 788 777 8 55 占
1,585 15 795 779 8 45 5
l,占15 15 807 795 8 41 6
1.829 2ー 816 801 8 57 5
i.占5□ 12 82占 812 8 - -
I.dd2 iS 828 821 8 55 5
1,占72 ll 852 829 8 48 1








































































































































































































































































































































































































































































図 4-511 近世忙おける葉蘭村の帝高階層分布(史料は表 dK同じ)
(C)809jb弱の下層という5つのグルーブが形成されていることもうかがえる｡安永 2年以降をみると,





















繁簡村VCついて払 まず,安永2年 ･粛永元年でみると.払ルこ属したのは持高 10- 50石屑 (10
石台 1, 50石台 1),(B)Uc属したのは 1- 10石JiでこれはさらKajJ)5- 1G石届 (1戸 )とCB2)
1- 5石屑 (12､ 15戸)と忙分けることができるo(C)vE属したのは 1石未沸届および無高層 (45




%へと大願に減少しており.その持高合計は村筒忙対し延宝の 54･5%から,安永以降 51- 54帝
に減少している○戸数の上から払 この田)の観少舟比(C好増加分としてプラスされてV,るOすな-bち.
(C)の戸数は村の総戸数に対し延宝 4819%から,安永以降 74- 77%へと大幅に増加 してきている｡
曾た,梁瀬村では轟 占の旺5に記したととく,明治8年の持筒表示比 地租改正により近世のほほ 4
-85一･
表 4-5-6 芳井町関係諸村持高階層構成の推移
A 簗 瀬 村
年 次 延 宝 5 年 (1477) 安 永 2 年 (ー 7
持高 戸 数 戸数比率 l持高合計 持高比率 I戸 数 戸数比率 持高合計
100石以上5 - 10052 2 2戸 4.4% 51石769 29.8% 1戸 5.5多 5一石21511 4
5- 10 5 J46J 21石414 J54.5 1 J22.4 5石148
1- 5 18 56石611 2ー 27石875
1 石 未 満 18 J48.9 占石097 ) 57 55 174-1 14石554
無 高 4 幾 0 8療痕 0
合 計 45 100.0 95石891 58鰻.A:! 100,0 90石185
他 村 人 作寺 社 槻 係そ の 他 9石1861 5570 225 10.0 )18石047
村 高 10占石557 100.0 108石232
庄) 1･数字は.史料欄の各史料 (芳井町役場所蔵 )から井出したものである0
2. 延宝 5年｢無高｣漁印の4戸は推定戸数,安永2年の｢合計｣幾慈印の58戸は明和 7年
東銀印の8戸はこの推定 58戸から筒符の計戸数を差引V'た推定戸数である｡
i 明治 8年の数字は築瀬村の場合.地租改正によ9,その理由は不明であるれ 田畑の反別
して表示し.たo




台が 1戸と50石台が 1戸あり,大高符というペく.(B)には(Bl)として20､ 50石屑が1戸あり.
(B2)の半数以上が5- 20石屑に施し,(C)には 5石以下が属し.これK照筒 5戸が加わる｡
つぎVC,梶江村vCつVlてみると,文政 2年･明治5年ではレ叫こ属するのは 1戸(10石台 )(a. )
に属するのは1戸. (B2 ) に属するのは 12- 15戸.(C妬属するのは50- 52戸である｡この




75) 霜 永 元 年 (1848) 明 治 8 年 (1875)
持高比率 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率 戸 数 戸数比率 戸 数 戸数比率
7 -.4% 1戸 ト 鱒 54石J5918 5 ′ 巨 (1)戸 (2.5)abJ 1.5) 1戸4 1 2.5%l l2) 1587505 )20.8 5 045 13ま5 7
15 51石260 (16) 54 1 7占,5
ll5.4 47 17占.6 14石790 115.7 (56) )(76.2) 27
12 0 (5) 5 占,2
77 100.0 101石占9ー (a)) (100.0) 80 100.0
116.7 2石96213 579 1 ふ1 22石748
100,0 108石252 10aO 444石025
｢明細脊上帳珪 ｣の戸数合軒が去8戸であることから推定したものであるo従って同年の｢無高｣
及び斗代が近世の約 2郎 評価されて持融 的 絹 とな-ており,楯 では各戸の持高を‡忙軌､
ったが.弘化 5年vtはdD戸.万娃 2年には75戸としだいに増加してV,る○ これらの例から,そ
の比率は戸口のほぼ 1- 2劇痛i!こあたるものであることから,鶴EE村 ･与井村 ･川相村把かV,ても
無高層の戸数はこの程既に増加していったものと推定されるo






つぎK,与井村についてみると,明治4年では.仏粒 4戸(28石台 1, 10石台 5)(a)は25




























































































































































































































































































































































































































C 与 井 村
年 次 延 宝 5 年 (1占77) 明 治 4 年 (1871)
持高 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率
50石以上4 -5042 1戸 ) ll.7% 29石005 ) 49.4留 1戸 ) 6.1% 27石075 l 45.0%
10-20 5 40石812 5 42石897
5-10 4 ) 55.0 29石112 1 48.8 5 7 54.8 20石850 1 4aO
1- 5 14 54石884 20 44石122
1石未 満 12 55.5 5石511 18 59 59.1 12石005 7.4
合 計 54 100.a 140石924 100.ロ dd 100.0 144石747 90.4
他村人 作寺社 牌 係 8石45215 2 9 l 9.a
村 高 140石924 柑2石418 10ロ,8
史 料 延 宝 .5 年 ｢検 地 帳｣ 明 治 4 年 ｢田畑名寄帳 ｣
荏) 1,数字は史料欄の各史料 (芳井町役切所就 )から算出したものである0
2.無高戸数は不明であるo


















年 次 高 永 4 年 (1851)
待 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率
50石以上4 -5042 CI1 2 1戸9 仁 ..%｣7 572 58石742112石05 54.8%1 1
5-10 12 85石26CI
1- 5 占8 182石229
1石未 桝 50 55.7 27石198 5.4
合 計 140 100.0 465石474 94.5
他村人 作寺社 関 係 17石0029 9541 5.5.
村 有 490石452 100.□








46､7‰ 梶江村では文政 2年 (1819)で40･占%,与井村では明治4年 (1871)で5 1･8
%.川相村で(ri為永4年 (1851)で 16%を示し.薬液村が他村に比べ,上位 2戸の村高に占め
る持高比率が虫も大きい｡ このことからも.分解曲髄から把捜された築瀬村の両複分解が最も大きい





ついて,｢股的区分を適用すると.仏虹田鹿 (58石以上は裏地 ),担相中乱 (C極貧虚に軟当する｡
この場合の｢素点｣の規定は｢線種の特権 硝 薬高利覚資本触能 ･曲産物加==程uJ独占串をもつ｣1)
地主億であるが,無頼村で総.安永以降糾妊崩し,その持高が村内良市で50石台を維持したの牡.
本山成家であり.これについだものが.宝暦 7年に この本山成家から分家した西山成家であった｡そ
して,明治 8年村内持高 109石 5斗 1升 2合に達 したこの本山成家虹 文化4年よb酒造業.その
後貸商をも経営してかD,また,村内持高 55石 2斗 8升8合の西山成家は,寛政 4- 7年に鉱山経
営.その後骨油進を軽骨 してかD,上記の条姓規定に骸当するものといえる｡
この1うな持高の上から村内で上iiZ:の百姓払 概 して.庄屋 ･年寄など村役人であるとともに,酒
造業などの商工菜を経営してV,るのか-1投であったoすなわち,梶江村で仕.文政 2年村内最高持高




に村円最高の筒持て 14石9斗 4合 9勺の渡辺顕蔵は庄屋で,水車稼ぎ蓉行なっている｡ついで.持
高 7石 2斗 8升 4合 5勺の元盲は年寄で.酒造業を営んでいる｡川相村にかいても,発音は村内壕高



































御 年貢 不納 二付 身代収差 出証文之事
一 朝弐盲九捨弐匁余 但去ル鹿抄去来迄四ヶ年御年貢申勘前納分
此 処 江
倒検 地千弐百三番 久 次郎受
- 屋 敷 宅 畝拾五歩 高 鷲斗五 升
同九百五十 六 は夜だ又石神門受
一 上 畑 奄畝六歩 嵩 ,e斗弐升
向九百五十七 同所久 次郎受
-u9-
表 4-5-7 川相村嘉永元年田畑質入状況 (天保 15年-安政 5年 )
｢川相村諸証文控｣(芳井町役場所蔵 ) 兼帯庄屋 重 兵衛 記
ー? ? ? ? ? ? ? ? ?
借 銀 主 貸 銀 主 借 銀 高 朝 地 本銀返年 限
た き 音 書 450匁 中畑 1反 15嫉 中畑 1畝18歩 10年切
熊石 衛 門 徳 育 100 革山 1カ所 10 〃
長 兵 衛 鶴太 郎 70 下々畑 . 7畝 24歩.
周 蔵 築瀬村 敬太郎 1且105匁 1畝 22歩 5 中畑 一5畝15歩境 .畝2 歩5 5 〃
利 右衛 門 碩瀬村 敬太郎 55_8年 中畑 9畝15歩 中畑 . 1畝19歩 5 〝
弥 惣兵 衛 〝 〃 550 中畑 9畝 10歩 5 〝
庄 吉 〝 要太郎 550 中畑 5畝18歩 中々畑 5畝12歩 5 〃
庄右衛 門 ■′ 〝 550 中畑 1反 25歩 5 〝
三木 太 郎 〝 敬太郎 754 中畑 1反4畝 5 〝
仙 蔵 ■ 〝 〃 1H150匁 下畑 1反 5畝d歩 5 〝
直 裁 〃 〃 〟 下畑 1反 4畝 5 ′
周 蔵 〝 〃 550匁 上畑 9畝 20歩 5 〃
仙 威 .〃■ ノy 530 中畑 9畝 20歩 5 〝
直 裁 〝 賓太郎 550 上畑 ,7畝 10歩 5 ■'
長 吉 〝 一′ 550 境 .pカ長畝 歩` 草山 1カ所 5 〝
蔵 書 〝 敬太郎 550 草山 1カ所 5 〝
〟 P H 44 ′ク' 5 〝
宮 昔 〃 〝 550 横山 1カ所 5 ′
■■ r I 占4 JY 5 〝
金 右衛 門 〃 〝 1fr700匁 中畑 4畝 12歩 下々畑 5畝占歩 S p
一タ ■■ ■' 226匁 中畑 4畝 12歩 下々畑 5畝 ム歩 5 〃
粂 吉 庄 吉 ldO 下々畑 5畝 5 〝
億 右 裾 門 秦漸村 敬太郎 510 上田 4畝 14歩 上田 4畝 占歩5 5 〃
文 八 〝 〝 550 革山 1カ所 革山 1カ所 5 〝
継 太 郎 ち - 兵 術 800 儲 冨款 ,2Ji 歩 中畑 1畝 10 〝
伴 次 郎 河合 刺 青郎 880 下;岬 0畝 15歩 1(】〃
周 次 郎 平 三 郎 800 上佃 占畝 29歩 上畑 ■d畝 14歩 10 〃
熊 吉 凝滞付 孝三郎 占00 贋 1孟畝 諾 .1若 2 〟
平 1三 郎 河合 刺 青 郎 8〔10 中畑 4畝 12歩 10 〃
塵 耽 〟 400 革山 1カ所 10 ′
柵 次 郎 豊 吉 550 革山 1カ所 18 〃
豊 吉 河合刺 青郎 550匁 革山 1カ所 10年切
友 次 郎 和 太 郎 220 上畑 占畝0歩 5 〟
∫ 栄 次 郎 808 上畑 一畝 12歩 上田 4畝d歩 5l下 7 0 中畑 9 10歩革山 1カ所 5 0
仙 助 1与 惣 兵 衛 500 上畑 2畝 占歩 中畑 5畝 10歩 占 p




















五 取捨八歩 高 弐斗弐升 四合
谷 山堂 ノ下 四郎兵衛看官




四畝歩 蒔 弐斗 八升
管畝歩半 濁 七 升膏合
天保 四巳盛返 し
拾 九歩半 肩 四升六合
右 荒 引
′畑反別 三反八畝九歩半
J{ 碍 管石八斗弐 升九合
一 柿乃木 菅 本 御小 物成銀 雪 舟
- 柿乃木 菅 株
- 桃乃木 弐 本
- 居 家 管軒 但梁間弐間半桁行五間前後下付 薬屋横茸口之板戸pr肥坪召ツ癖
- ふ ろ 菅 丁
一 様 JE T


















































川相村百姓 周 吉 印
親類 末 八 印
判頭 茂 助 印



















年次 苗 永 6 明 治 5昂等 (1855ー (1870)
田方 上 田 # 450El 金 20両
中 田 558 王Cl
下 田 450 55
下 々 8□ ロ
畑刀 上 畑 50〔】 20
中 畑 550 25
下 畑 450 20




















分,渡辺薪鹿が朝 5E 158日の貸親王となっている■元書は書井村1,こ卦V,でも天保 2年｢田畑山林
本銀返常流証文趣｣(菅井町役場所蔵 )に上ると銀51耳古口OEh 金 271両の貸銀主となってい
る.釣述した上うに,元青壮年等,鑑辺哨戒は庄屋であっていずれも村役人である上ilC上層農民であ























山成家の持高比 延宝5年 (1占77)の検地で比15石5斗 1升に過ぎなかった｡それが7祖政
右衛門の代の天明2年 (1782)vc払 その約2倍 (55石 )の高符に成長し.以後,東栄を続け




文化4年 (1807)から, 7祖政右衛門によ って酒造弟を開始し,以後代々これを引き継いで営業
し,天保 14年の頃vc蛇,酒造芯は400石余であったoまた,この頃,文商倉も営んでおり,その
商高は感 40耳目と-p己されてV,る｡文化14年 (1817)から相続した9祖直裁に関しては,｢後
月郁恵 ｣JK上ると,協 絹 き,後期 蛸 を創設した甘鯛 学者齢 朗威(後の男剛 を,女婿と
して,後援するなど著名な文化人の育成把も賞献してレーる.また一橋豪江原役所の下新町人家姓増の
耕英を行なったり･天保年間の凶作忙よる飢価の際には,私蔵の穀類を出して窮民の救済にも一役か
っているOそして,領主一棟家から払 安政 2年 (1855)/K永世称姓を許せれ,文久5年(18d5)
には一十℃帯刀を許されているoその上 版嫡番数の倉敦淋引き渡しの際作は,代官僻命把より郡中庄
屋総代に遵出されている｡
ついで･弥平治により分家した西山成家につV,てみても･ 2担奇石や酢弓の代の冗政 5年 (179 1)
に比鉱山経営を開始しており･これは長くは続かなかった机 その後,天保9年 (1858)には箇
-94-
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官た,山成家から払 すぐれた知識人も続出してお り.たとえば. 7祖政右衛門の次男大年は医英






















豪 放 合 128軒 内 71僻
人 数 合 5d8人 内 156人 飢 入
内 男 79人 (60才以上 15人, 15才以下 2人 )





年寄 塵 右 衛 門
庄 右 裾 門
とあって,天明の飢陸による飢人は全戸数の半数に及んで正月以降の食塩は所持 してV,なV,状態であ
ったQ これはひとり宇戸川村化膿 った状況ではなかったと考えられる｡さらにつきに示す日向凝市所
蔵 ｢日向勝右南門一代記｣に上ると,天保 7年 (1856)'Kも大飢仏が起こり,東三原村から花滝
･梶江村に至る姓氏が百姓一挺如桓こしてV,るQ
天保 七 年 百姓 一 茶
天保七年丙申三月ヨリ九月兼二至ル弐首余 日雨降 り続キ其間拾 日快冊ナリQ田畑荒廃溢作物乗ラズ,
水春百姓等-飢テ死スル者多ン.天保八年丁酉春二重 1)貧盛者肌寒二堪ズ路傍穣辺到ル処二二人三






江村慶応 5年 (18ム7)｢窮民取飼育上場｣(背井町役場所蔵 )をみると,総人口281人のうち
約i把相当する`8人もの困窮者が存在してVta.これらの着払 持筒 .石未満の零細有符や鰯 が
主であり,塊菜のみでは生活できず.日届労働者や.中に払 非人とな.,て乞食同然の生活を送る者
もあった.この上!な現象払 年を経る忙つれて徐々に厨著になってV'ったと考えられるQ
(井 山 一 患 )
引 用 文 献
注 1) 山崎 鹿三 (1965):｢江戸後期にかける漫相席群の発展 と盛民層分解 ｣
-岩 故 辞 座
日本歴史 12所収 P371
2) 同 上 P567
5) 日本産済大典 52巷 P676
参 考 文 献
1) 藤沢晋･中野東智子 :(i970) ｢近地後期姓氏住宅の階層構造-備中後月都築瀬
村を中心として-｣(岡大教育学部研究ql鮎 第 5 1号,所収 )






? ? ? ?
図4-4-1 近世初期の道路網図
T. この図は ｢備前備中道筋拝聴道舟路帳 天保 4(1日 7)｣
(岡山大学園甘虚所載 )によって作成 した｡
2､ この ｢帳｣の紀故は次のよ)である｡
① 成羽一地所一高山市功一備後国境 (花侍村 )-出ノレ4度
27町50間
㊤ 笠岡一束三原村之円高山市 (東城在来 )8度 5町 10間
④ 地頭村一束江原 4旦半























































































田から目指一日南一三原を経由して高山市vC至るルー トである机 近世において払 E]指から鴨川の
上流に沿ってのぼり,千客坂を経て高山市に向かってV,た｡いわゆる恒谷線 (写其 414- 1)と呼
写真 414-1 千峯坂を越える ｢東城往来｣ (恒谷線 )
ばれてVlるものであるoこのこ


















真 4-4- 2作みられる小さな石の道標がある｡その道掛 こ虻｢右-東城通 左-出谷杵黄神社｣と
-181-
写実414-2 道 標 写真 ト 4-5 道 標











方面から過ばれた物環vC払 庚 ･茨 .大豆 ･/｣､豆 ･こんにゃく･菜種 ･蝋 ･煙草 .衣 .和紙等があり,
高山市を経由して笠陶へと遊ばれた｡また,笠岡からは塩 .魚類 ,･海藻類の水産物 ･呉服等の日用品
･砂糖 .味噌等の調味料がこの道によって奥地へともたらされたOこの笠的-東城周の ｢東城往来｣




写真 4-4-4 馬喰座 (はくろうざ)
















上下･高梁 ･成羽 ･笠岡 ･矢









物項に, ｢米 157石 7斗 6升,藍 560斤,
畑革 1万斤,茶 1510斤 (村内消蛍二足ル ),
属鈴導 1万6千5首斤(賀意ナレドモ産額多
ク都村へ積出ス)｣とあり,又, 高山市村







































市 中 惣 代
山 本 疎 助
池 田 蕃 八
すなわち･毎月5日･ 15日, 25日･む定市日として,玉島 .笠岡.柄砕･福山の辺より海産物 ･鯛
･木綿等を輸入し,駐機 .上下 ･,｣＼柵 ･油木等より畑革,堵炭をもち出して,市が開かれた.-iた,































菜種問屋 摘果問屋 炭問屋 穀物問屋 甘粕問屋 古手開度 木綿問屋
釘鍛治問屋 諸国飛脚JFr 玉子問屋 石炭問屋 果物問屋 干鰯肥嫡問屋 瀬
戸物問屋 桶類 ･粛荒物問屋 松等問屋 干利潤屋 わらび問屋 茶問屋 風見
問屋 凍結木綿 ･糸造綿問屋 公男問屋 豊玉地藍問屋 桐の木 .桐下駄問屋
-1CI5-
紙類問屋 敬燭問屋 男女履物問屋 紙尉問屋 新聞屋 鉄問屋 水油問屋














口銭 1疋忙つき三匁取立の内,銀 1分 5厘を冥加金として上納することなどが付け加えられた｡市日















































































































過行 過行 上下 通 行 者 支 払 簡 裁 御足貸鎖支払率 割 賦 頚 城
御定賃銀 御定賃銭 計 賃 銭 使用総数 比 率 1疋割賦 白 米
者 午 刺 支 払 数(13) (C) (E) 芸×,oO 賃 銭 相 当 丑
上使 昭和7年 下 軽尻 4疋 188文 452文 50疋 1ま5多 14ー4文 5.0%｣ニ 4 108 4さ2 52 12.5 li5 2.8
平均 4 51 lュo 14.0 2.9
_上使 昭和7年 下 1人 い 文 い 文 528^ 0.5飾 0.18古文 0.84合上 1 占1文 41 5?5 0.25 0.142 0.05
本表札 藤沢晋･中野東智子 ｢近世封嬉交通の構造的研究｣所収のものであるo




















I:C, 25人 25疋以上の入時を必輿とする場合に人馬を出さなければならなかった定 ･大助郷となっ
ていたので.以下その状態'lCついて前掲藤沢 .中野両氏の研究VCよって考察しようo




-､笹貿村 .戯名村 ･梶江村 ･井原村 ･此分,定助二両御座候
-､梁瀬村 ･与井村 ･盲井村 ･天神LIJ村 ･川相村 ･山村 ･下鴨村 ･池谷村･上嶋村･東三原村 ･酉





えば,安永8年 (1779)亥 4月の ｢与井村明柵RJ(芳井町役場所蔵 )によれば,
一 大助租 七日市宿干人馬触来り候稗者無相適差出申候
とあり･同村かと日市宿の大助細村であったことが雌かめられる｡また,文政 10年(1827)の
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4-4-5 七日市宿の定 ･大助飾付の村芯
村 名 村 高 村 名 村 高
○在 賀 407石 5升 2合 下 鴨 588石 2斗 5升占合
○数 名 128石 5斗 2升5合 東 三 原 406石 7斗 5升
○井 原 125石 2斗 4升 2勺 西 三 原 222石5斗 8合
o堀 江 60石 9升 佐 屋 166石 8斗 7合
* # 108心 5斗 4升7合 池 谷 412石 8斗 5升 5合 5勺
与 耳 143石 2斗5升 4合 感 599石 1斗5升 1合
青 井 1.000石 7斗 5升9合 片 壕 ?粂 258石 5斗 占升 4合
天 神 山 148石8斗 1升 2合 字 戸 川 類 112石 4斗 5升 2合
川 相 575石 d斗占升4合 稗 原~ 21占石 J斗 7合
山 48ロ石 2斗9升 8合 岩 倉 465石 5斗4升 6合
〔備考 〕 1･ o印-=-定助郷村 その他 大助飾付
2.村高は森田敬太郎 ｢吉備群窃典成｣第 2巷 ｢傭中村鑑.上｣ (大正 10年 9月
25日発行 )忙上って.文久年間の村有を示 した｡たたし,飽印は ｢後月郡蔑｣的:
忙所収の延三年間の村有である｡
とちって.育井村も七日市宿の大助郷村であることが確かめられるQ
七日市痛の定人膚払 25人 25正でありその内訳は菜 4- 4- 6の過少であった｡
表 414-6 七日市措定傭伝馬人足定数
定 人 足 25人 内 12人半 今市町出役 5人半 七日市摘出役
4人 下出部村出役 5人 上出部村出役
定 席 25疋 内 12疋半 今市町出役 5疋半 七日市摘出役
七日市宿の継送 りVC定人足定馬より多数必喪な噂Iも 定助頒又は大助郷の村々へ.その員数を割付
けて村役場-通達した｡ただし.今珊 'El代払 七日市郎 eJFへ出張し.上出都下出部村役人も立会
し.各助郷村 へ々人馬を割付けて各日代上り井村役場-通遥 した｡ このことは,腹応 2年 (18日 )









佃,急場差掛り人馬触出方之儀者格別之車とあって,朱印人馬 ･証文人馬 ･幕府御用人馬御足 賃 銭
･諸侯家中人馬御定賃銭の各停陣通行の人馬を出す場合,宿方と助郷惚代が立会って不用な人馬を触
れぬようにし,宿の常備人足 25人 25疋は宿と加宿村で勤め, これをこした分を右の立会vlで決め
て出すようにすることを定めたものである｡
第2条lも
ー 御通行之生 惣々代立会,人馬過払残人馬割戻し,御払貸銭勘定等其時 微々細二取調.甘附認メ
御役所江御届可中上候処,近来随弟二相成り恐入次鼠 以後者無等閑庄屋年寄問屋拝助郷惣代立












































月の大統合で, 5府 72脱とし,始終的には 21年に. 5府 45県としたのであった｡これ忙伴 う後
f 月都の状況をみると,廃野旺県当時石掛 8.508石の後月都払･郡内村政 40のうち, 占か村が麻




都区町村制が実施された.岡山県はこれに上って, これTiでの区画を廃止し, 1区 5 1都となった｡
都区町村の専務遂行者として払 区戸長がかかれた ｢近世村落共同体の長である名主庄屋払 領主
支度機構の末端{位し,文字ど卦D村役人として止.'か上の口真似 "をするものであったれ 他面
で払 村落碑成且として.村民の 蔽`代者 "としての性格をもつものであり,その逮任は,世巣又は
交番制で,原則としては一村必鑑であっ7toこれVC対して明治以虞の戸長紘,伺じく二つの側面を持
ちながら,その主たる性赫 まA総代 "で壮なくA地方行吸官吏 "であったoその適任払 民通から官
選へと国家的色彩を与え,戸長と区域の触係れ 全盛的在仏 11年から17年迄は 2- 5村に 1戸






ってみると,或 5- 1- 1の亡とく進められたことが知られる
これによると,地絡的には21年の町村制施行に上って,寺井町は薯水村 ･足次村 ･組合村 (のち火




村 名 明治 5年9月 明治10年 明治 ー1年 7月 明治16年 明治22年 6月 昭和29年5月 1日
宇戸川 一口 招 f東 完工 基監 4節 戸 守棒 水M ,AEコ
梶 江 M後 琴成
築 傾 4月年郡 且井町原 兵役 (与井)制 村町 57 % 体
与 井 のは歪莞 "'小大蒜警 12ち 亘荷 場 8-区域霊 (青井)改 1口重 村 雲 井 ∠ゝ【コ
菅 井 +鮎後 施-行 足に 次際 村し芸 碧 蒜 村 併 普井
天神山
川 相 月響
下 鴨 ･Lq7.12.28 55 共
上 嶋 山 鳩 改号 鹸 十 蘇 年 祁八 LU喝 A ロコー
山 村 区町 15画地一･.一･域′J＼小 4田10県か大ら占沓 li薮 月都 か秤- f ll併 村村 三改 相称- 〟
酉三原東 十-ニ (_東≡庶)部 12
忙第/罪五戸兵役j由 5_の-那区役所 原村 町池 谷 14年17年エb(池谷)9f 覗# 一●'
片 壕佐 屋 位-
井 山
南 種中 唖北 M9.10.51種山 ,花 穂 所令諺節めラち 16花 滝.名 越


































4か所 (梶江村の鑑着,宇戸川村の野宵.梁瀬村の見軌 与井村で吐役場前 )に掲示物の位俊を設け
ることを決定してV,るQその理由として.







助 役 二組 スル条例廃 止




明治二十 八年 個 月八 日









理由 我天神山区-元独立統一村二･yテ,去ル明治二十二年町村制爽施ノ際.吉井 ･川相ノ二村 卜
合併シテ-自治区ヲナセルモノナリB席シテ天神山区- 従来所有ノ財産及 ビ営造物71),為メ二



































表 5-1-2 村会議長盛挙 ･被選挙人点数
公民こテ選挙 公民-テ破過孝 総 戸 数
権ヲ有スル者 確ヲ有スル者 (男戸主 )
窮 1枚 9人 9人 489戸
第 2級 270 26占
圧 1･表は昔水村の明治27年 12月5 1日現在の村会議
員選挙 ･被選挙権を有する人員調査IJ:i示し.役場所蔵
加 28年 ｢会議関係判決感｣によって作成した｡




















有の多少とみなしてエhoすると昔水村e)憩艮払 戚 15等歓以上 (地租納税頚は凡そ占円以上 )の
者であるから,村内でもかな9土地を待っていた富裕棚であら')と想像されるO第5等紋以上の者が
-121-
表 5-1-5 明治 22年 6月選挙の昔水村
訣負
藤 井 木 作
渡 辺 塵次郎
小 谷 錬 -
三 宅 三 平
井 本 平 助





































と.①歳入出予井決算 ㊥,J.､学校建築費用 ㊥公告条件 ④助役の増見解止 せ土木番兵 砂地租徴












表5-ト 4 歳人 決農 事
(単位 円 )
科目 年鑑M 22 M:25 M24 加 25 M26 M27 M28 M 29 M50
雑 収 入 2508 7仰54 88510 110.758 占♀975 8dD70 92065 106838 155.910
換 越 金 1印15 5Ji55 10588 120.499 110.25占 952tJ4 25341 47.525
交 付 金 8095 15745 861 21708 2424 25984 27.69占 42,896
内 { 冨芸芸言 霊 2508578.015 8β95914占8 8.915 ?.158 1【】上58 8242 15,178 15.1二三占 22540
4β28 ?,475 11D50 15998 12806 1457(I 2855占
寄 附 金 19075 12DA997753102554Ji722.973J]84 59占7ロ9 22き65 ddJ982
地 方 税 補 助 金 25314 21451ム2459.029 555829 423占5 48タ82
村 税 91 8 88号2871184声511.2785411.9 メ0 5ー7占71
地 個 劃 20丸さ25 2ヱ0589 222972 222518 22封】83 2]5,692 209.585 215.416 214占95
内 宮 菜 割 51β62 5占822 12700 1a891 14l】1一 12759 14.107 15.197 58202
戸 別 割そ の 他 536888 657.472 485228 55dβ89 652.18【】 885タOD1,054β475芦051.6967921505376
表 5-1-5 歳 出決済 笹
役 場 費 542880 42591占 57098d 555月72 451525 456.110 515J]28 590占51 476,165
合 意 党 27:945 59.789 18,148 1d597 1lL40 ?,726542494 16JOD 21420 22.165
土 木 受 152,192d601 455dl 55?.185 4ODDD 40.DrUD 557.942 119.558 161β44
教 育 費 458J]0060744 44茨75020805561 45‡275 485249 占51β70 748,152 8dP.201
諸 税 及 び 負 遇 2叫22 2878 2月25 17.898
予 備 _joDOO 20J〕00 20ロ0 . 20]00 I■lDD02172臨 時救 助 発音 傭 攻勧 共 変そ の 他 5i 2578.155855.912 545.8 465日258225957.0
酎 表増 井町役場所# ,Iar527k2Hi篭譜 菅艶 の ｢- 出決- - よったo





村税及び役場軌 土木 ･教育 ･衛生幾の全
表 5-1-6 歳人出に占める割合
年度歳 入 硬 出村 税 そ の 他 役 勧 銀 土木 ,敬育.衛生費 そ の 他
M.22 97 5 61 27 12
25 91 9 42 48 1〔l
24 75 25 50 64 ら
25 77 25 57 55 8
26 24 76 12 15 75
27 1占 84 1占 (?) 8 (7)7占
28 57 45 25 58 19
29 9【】 10 28 45 27
50 81 19 57 占0 4
注 1. M26年. 27年, 28年紘M25年の大暴風のため.
蔵人忙卦Vtては寄附金及び地方税補助金がその他の削合の
大部分を.又歳出にかV,ては臨時費が占めてV,るのである｡





















歳出で払 役場柴とあるのか委任串務を行なっていくために必要な経費であり,土木伐 ･教育費 ･
衛生鍵が主な固有事務のための経費である｡表 5- 1-占でみると多少の変動はa,i･るが.役場章が全
歳出の約‡紬 めてか9.残り言で固相 務細 ってV,ることになる｡ このこと払 芳水村の財政は.
ほとんど税収入だけで委任番叛と固有串務を行なってV,かなければならなかったことを示している｡
表 5-1-7 村税 の内訳
地 価 剖 常 東 割 戸 創 劃 地 個 劃 営 業 割 戸 別 割
班.22 54% 8% 58% M.27 199あ 1% 80%
25 24 4 72 28 17 1 82
24 24 2 74 29 ll 1 88
25 29 8 占5 50 15 5 82
皇6 25 2 75 平 均 22 5 75












蓑 5-ト 8 詣 呈 9年紬 ける剛 科目
科 目 i 科 目 @
役 場 受 2Z8 臨 時 費 21.9
金 蔓 発 1.5 救 助 攻 a12
土 木 史 5.占 昏 備 虫 D.10
# # * 55.2 和 美 や CL25




























表 5-2-9 顎瀕村 .宇戸川村 .梶江村 .普通物産 (産額 )
単位 石築僻村 明治 11 栄 滞 米 大 麦 小 変 裸 麦 莱152.882(】 15.104〔】 21&.250(】 45.2680 48.6500 14.5720
12 1d且058C) 2一I.7280 241.5570 52.7110 44.945C- ll.4750
15 159.8290 17.5757 286.2750 5y.9200 42.9207 ll.4000
14 157.0999 17.8500 219.9600 4q.7550 51.7555 7.9200
宇戸川村 (%)10 5id エ8 25,8 9.1 5.9 1.i86.1480 4.5050 586.568D 518900 283067 5,5800
ll 71.5287 ll.5410 571.5008 51,9275 1占.9166 ll.1285
12 72.4471 12.0755 560.007 5一.1010 16,5440 10.6954
15 65.41占2 9.8'996 ヱ85.5(〕50 24.8495 16.7828 ll.8650
14 占8.1571 9.9540 201.2dDO 16.7850 9.0619 ad520
15 60.2900 14.5820 272,0100 12.5878 14.5792 7.9776
梶江村 (%)15 1a9 2.4 4a4 5.4 5.5 2.598.4551 159451 229.5820 16076d 44 986 51000
注 1.)乗は芳井町役場所蔵 ;築漸村 ･宇戸川村 ･屈江村各 ｢物産表｣によった｡
2.)%の項は各物産の 1石 1斤の通価から総価格をだし,その割合をあらわしたもので,各村
表 5-2-10 明治 13年(/⊂かける三村の状況
項目料 戸 数 人 員 (此 英 工商社菜 午 局 反 別
梶 江 戸77 人454 芳 芹 2暦 管 町26.4426
築 潮 90 515 79 9 48 - 50.5916
宇 戸 川 146 876 109 45 104 2 105.650占
科 項目 田 f 畑 宅 地 i山 林 荏.)表は芳井町役場所蔵 ;梶江･築瀬.宇戸川村の ｢戸頼
梶 江二 町 町 町 町&4814 14,9007 ま2805 79.4720 総計表｣によったO
築 瀬 15.2124 51.0008 4.571占 158,8524





秦 大 豆 膚 麦 萄 泰 甘 (斤)者 局 (質 )8 稗
1.8200 15.8540 41.795ロ 4.6200 71180500.t]00 4087.500 i45CE)
2_5750 57.2250 57.15,50 2.1占40 57D7D,588 5591.500 ?
一.84000_2 51.01OD さ9.4000 1.dOOC)a1 56585.000 5848.ロoo ?
54.8500 59.4000 占264D.OOO ? 59.00 ?
5 4 ?,占 9 0
5.0占08 8.8540 5n5800 ロ 5888CLDO 6888,00 0.5775
7,8407 7.42占7 52.1058 41925.00 7425.00 0.9095
7.4492 a8920 51.3552 45225.80 6564.00 0.9166
5,dD88 7.1955 29,59-/d 44551;00 5824.05 1.0469
5_8158 ll.4040 50,4878 45157_90 5578.40 &1占24
占.1880 10.1790 4ロ.8480 40751.96 5087.00 &3627
07 1a 4.8 10,8 1.5 1




菜 5→2-11 薬瀬村蒋用物産 (明治 = 年- 14年 )
年 度科白芙 絹 生 糸 藍 案 薫 畑 等 菜 種 親 類
明 治 11 斤 斤 斤 斤 (石) 斤2259.500 2.000 919i20D 4704.ODO 8.5250 252.500
12 5157.240 6.500 19578808 1284.2占0 21.0458 285.950




と考えられるO この他忙特用作物としてrL 明治 11年から15年の ｢築沖村にかける田畑勝手作反








厳 人 山 本 研太郎
明治 十二年 四月十二 日
戸 長 山 本 讃太郎
岡山県天瀬勧薬試験場 御 中
西洋葡萄の苗を50株天瀬勧業試飯場に注文しているのであるD原人山本讃太郎は郡区町村編成実施に












梶江村 ･築瀬村 ･与井村 ･書井村 ･天神山村･川相村 ･山嶋村 ･東三原村 ･戸長中
明治 14年に開かれた魚歩合の軸 仏 米 ･麦 ･鯛 ･藍 .煙草 ･大根 ･繭 ･楠米 .畑稲 ･天蛮 ･桑
･馬鈴賓 ･菜種 ･粟 ･茶 ･芋 ･仏箪緒･胡麻 ･水瓜 ･茄子.共瓜 ･葱 ･雑之部と多種の作物にわたっ
ており,内容は瑛揮 ･施肥 ･病虫害の予防 ･播従を中心としているQそのうち米の部で払 (11温地へ
の石沢旗艦■(2件周等の月旨又-芥子抽ニヨルウンカノ駆除,(3J精米ノ新確ヲ′｣､田都束三城邸ヨリ求メ
タル事.禍の部では:,(1億 子二鱗柏ノ粉末ヲ付クル功,12日~ゾラテ｣ノ筈二-箇油粕ヲ浸シク水ヲカ
ケル執 藍の部では仙寒中ノ描粗 く2)種油-ヨル ｢トビ虫｣ノ願除.煙草の部では(11菜稽ノ跡へノ植






乗 5-2-12 苦水村物産衰 (明治 29年 )
# 品 名 産 出 高 哨 政 商 顔 摘 畿
#物 栄 1.204石 1,084 120 他方に摘出ス
麦 2.658 2.580 105 同
大 豆 57 57 - 同
小 豆 72 40 52 同
葡 麦 155 2ー5 28 同
莱 59 59 -
秤 5 5 -
秦 52 52 -
萄 黍 8 8 -
野求 甘 舘 48.970メ 48.970 - 他方-輸出ス
牛 歩 2,878 958 1.920
大 根 45.560 45.560 -
胡 ふ 葡 58 58 -
附 横 芋 25 5 180
茄 子 tL508メ 尽5〔=〕 -
疏 菜 薪 4.550 4.550 -
莱 78石 15 65 他方へ編出ス
付 子 180メ - 180 同他方-輸出ス
桃 250 250 -
葡 萄 118 118 -
･柿 6,5 与880 2.35
特用 藍 薬 粉 1もl/89メ t5,508 10.298 同票 煙 草 i895 150 1745 同
原 秦 15.500 1も500 他方へ倫出ス料 茄 指 もSDO 25 14250
作 醸 18着 5 15 同
物 番 茶 25メ 25 -
育産 午 4顎 - 45 飼李シ戎-他-売渡スナ リ鶴 12口羽 120 蕃ス
衣産 粕 卵 16,800ケ 1150〔】 ミロ□0 輸出ス鮎 1.750尾 1,750 -
-12()-
(菅井町役場所蔵 )
演 品 名 産 出 高 消 鍵 箱 戟 痛 賓
#追良産 -# * 45ロメ 450 - 他方へ輸出ス
豆 腐 15.ロoo挺 15,080 -
梅 子 85斤 85 -
酒 850石 280 570
加 焼 酎 28 28
工 傍 聴 280 i50 130 他方へ輸出ス
# .科そ 肥 料 5.960メ 5.960 - 他方へ輸出ス
噌 覧 粕 4.850 4,850 -
･のJy也 抹 油 58石 5 28
料 木 材 155.540材 82.000 5i540 同 .成-貯蔵ス
加工品 絹 放 物 10反 18 - 他方へ倫出ス,或-貯蔵ス
絹糊交 練物木綿放生 糸 585.04d4} 58i.500 1.9082.5 I.5 同
呑 卵 叔 日 7枚 35 82 消費筒55枚比30年に硝煙スル見込ニシテ或雷は他方-輸出ス他方へ描出ス足 袋 1.890足 1.080 810
下 駄 2.530 950 1.580 同他方-倫出 スへ
草 履 500 500 -
革 靴 250 230 -
半 庶 1.2□0絹 520 880
沌 瓜 90 90 -
陣 子 鹿 4 3 1
竹 細 工 52ロケ 80 440 同
禰 戚 120 12【】
京 樽兵 団 8ー0反 - 8ー8 他方へ格出ス輸
綿 糸 18メ 8ー -
一命 87本 55〔】 320
里 染 32.800メ 7.ZOO 25.LIDO 同









ってかわられてきているといえる｡野菜果実類の甲で比甘摺 ･大横 .疏菜類 ･柿 ･牛葬が,特用原料





表 5-2-15 明治 29年分輸出入衰 (背水村 ) 芳井町役場所蔵
品 目 単 輪 出 職 人
丑 価 格 仕 向 地 丑 価 格 仕 出 池
栄 (石 ) 70 d50円 福 山
裳 U 80 520 -
酒 o 135 2.dd0 -
木 綿 (皮 ) 1.906 1.145 摂津 .掃磨
午 (顔 ) 85 1.550 四 国
雑 穀 (石 ) 120 744 福 山
酒 〃 28 480備後-も
食 塩 〝 150 338 福 山
塩 蒐 (負 ) 168 尾 道
呉服太 物 (皮 ) 450 福 山
畳 表 (故 ) 500 9〔】 ～
和洋小間物 (価 ) 170 一'
石 炭 油 (函 ) 150 545 一γ
次に生産段牌であるが.捷虚と瓦は津文把上ることが表 512- 12の江に示したように明らかで
あ9,見込みによる生産の前段縛 といえる｡又J加工品腰の品目及び垂出馬からすると,支配的には
家内=薬の段階にあることも明らかである机 専門の帝人 ･商人も推定される｡すでに明治 12年の
与井村の ｢地方税営業鑑札原傾｣に.故油卸売 ･洋反物小売 ･薬物干物 ･塩物卸売 ･藍製造面 ･,jt間
物小売 ･敷物仲拭 .畳表′ト売 ･蝿束子卸売 ･八百産物′ト禿 .完物′J､売 ･材木仲又 ･鯉厨雑英子小売 ･
































あるところに位威し.明治末年安本金 5万円でtMRされ 遊転原動力は蒸気,基数は 100釜で,最





l○lIr 仰 T' し＼















年代項生 糸 宙 項_年代 生 糸 済
IA 1占 517円 4.08 S 4 1.515円 7.06T 7t; 879 5 77 5,10
5 1,228 5.56 A 585 ま03
lO 1.592 7.00 7 898 ま53
S 17 1,580 8.55 8 7dl 5,28





(釜 .EB ゆき子 )
参 考 文 献
大 島 太 郎 : ｢日本地方行財政Irbヰ脱｣ 1970,未来社発刊




第 8章 経 済 構 造






























次vc徴地形vEついて見ると.適時 ･沢岡の′J､田川沿いの地区が襟首約 80m.坂本西都が 907Lと
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表 占- 1- 1 耕地整理前 (明治42年)の営遜
1･ 耕地の利用状況 (戻)
水田 - 毛 作 田 二 毛 作 田
乾 田 湿 田
畑也 冬 季 休 閑 畑 不 休 閑 畑- 永 年 作 物 その他 の作 畑
?. 良 薬 紐 蝕
A 鹿 家 戸 数







･J､ 作 地 自 作 地 トー
防 74 502 578





























れている.せず過去 2D年間の帝作碓糾 問 (6月10日～ 9月20日)の気象状況忙上b,蒸発丑







次VC軸 路忙おいて比地形が前述の如くI0-品 の傾斜地でわ たので･志 を限度として志 士
弄 る- 1- 2 工事施行年産表
(自9E'lEl～至8即 1日)
種 別 明治44年 大正元年 2 年 5 年 4 年 度
天 神 山 地 0.25 0.55 0.55 0.5 -
大 正 池 0.1 0.4 0.55 0.15 -
泉 谷 他 OJ 0.4 0.55 0.15 -
道 路 .鞭 0.1 0.2 -刀,5 0.2 0.2
開 田 1町 2反 5町 2反 50町王反 - -
区 画 隻 理 - - - 1町5反 55町8反-
1





は巾1間.小支道 5尺というよ5咋_決め.各 現々在抹 トラクターが十分活用できる道路であるC
(5) 事薬後の実態
許軽費等の支払いの為排他慢理中英は昭和5年まで続いたのであるが.本=事比戸別嘗大正4年に完
了している｡事業後の地目別画餅仕舞 8- 1- 5の如 く.田 ･道路 ･ため池の面棟が増大し.畑 ･山
林が波少してかD,地目変換を目的とした耕地蛙理であったことが明らかである｡
蓑 6- 1- 5 隻理前後の面耕比軟 (対魚域)
地 目 軽 理 前 屯 理 後
田 575,9 770.a
畑 410,7 1.4
山 林 59.4 -
原 野 0.4 a.1
宅 地 ム2 0.5
た め 池 6.5 01
道 路 22.7 45.4
* # 5.4 15ー3
料 10.2 a2
娃 塘 ■ー5.8 7.8
軸 岸 - 1.2
た め 池 - (新設 )4占ー2
合 計 900.1 8?7.2
表 占- i- 4 笹理前後の地価及こ噸 教
軽 理 前 # # &
面 575_9反 770.6反
地 価 14,512円 27.021R
無 理 前 隻 理 後
面 疎 410,7反 1.4反
地 価 12.842円 54円
更に 1鋒当bの面硬を比戟すると盤理前壮田がロ･占1反,畑が0･55反であったものが ,田が0-56
皮.畑が u14反とそれぞれ平均値は淑少している｡田畑あわせての垂数が 1,555か ら1.588へ











写実 4- 1- 5 耕地整理前の境木 ･東谷 ･退職地区
(常袖寺薫)








表 ムー 1- 5 整理前後の生産比軟
1. 作付面凍及び収量
整 理 前 車 理 後
地 日 作 物 作付甜 反当収最 総 収 量 作付面棟 反当収丑 総 収 丑
節(上) 稲 94.0度 2.8万 2占5.2石 578.8反 2.8石 1.0占0.6石
田 (中) 潤 91.2 2.5 22aD 187.5 2.5 4da5
田m 稲 192.9 lj 527.9 182,4 2.0 584.8
田 菱 185,2 2.0 570.4 745.5 2.0 1,487｣0
畑 すV-1か 28占.0 157の 44902C)
畑 陸 稲 122.0 1.5 185_ロ
畑 衰 12_2.0 2.∩ 244.0
2. 作物別生産高及び生産額
鮮 理 前 軽 遵 後
作 物 生 産 高 生 産 街 生 産 高 生 産 額
稲 819.1石 20,47-/.5円 1.895.7石 47,542.5円
陸 稲 185,0 4,02ム8
安 占14.4 4,144.0 i.487.0 14,870.0
す い か 44,902.0貫 15,47G.占
用水網の完備vcよb地目転換され40町歩の畑が水El化され,かつ盤理前は水田中の2割 5分程度 し




















以上 4点を間接的利益 としてあげてVAるが ,(2)について吐野菜の完成によって且民に盛典への意欲が
さらVこ高せったと説明している｡(5)紘.専姓では生活できにくく夜b他地域の職場K若年層が流出し
ていたのが地力向上vC上b減少したことである｡賢に(4)忙ついては.隻理後収狸は増 したが′J､作料は








し.吉井の地区内では大地主は見 られず .表 占- 1一 占の示す如 く1町歩以上の所有老壮 15人vcす
ぎず.そのほとんどは 1.5町歩以下であったo
表 6- 1- 6 秒地整理蛾地主所有地 l
両 横 1～ 1.5 1.5一}2.0 2_0～2.5 2.5～5.0 5.0～5.5 i5～4.0 4.0-}4.5町
そして,'｣､作地の削合も水田で2割 ,畑地で5割程度であった｡従ってこの事菜の計画 も地主の利益
中心でなく地区民の意志によるところが大であったといえるCそれを示すものとして.前項で述べ7t
小作料の件 .また本組合の夢見には地主 ･小作共VC参加 しているo
Rz∫Tt
















ロ 商 品作物 の導入 とその発展











蓑 8 - 1-7 普 通 物 産 哀
明 治 12 年 明 治 15 年
集 瀬 梶 江 与 井 亭 戸 川 片 寄 鍾 佐 野
栄 (石) 1占4 129 209 72 52 171 28
滞 米 25 19 19 12 - - -
大 麦 242 206 159 568 248 199 17d′J､ 資 55 17 29 51
襟 裳 45 42 59 F17 55 9.5莱 ll.4 5.4 1.9 10.7 52
秦 2.4 1.2 1.2 7.4 7 15 8
秤 - ･.- 0,8 0.9 17 25 7
大 豆 57 24 6.1 8.9 9 8 5
ノJ､ 豆 -ー - - - - 8 5
そ ば 57 25 15 51 12 8.5 a
甘 桔(斤) 57,040 59,1ム7 15.804 45,525 2占,000 5,0CIO -
馬 鈴 薯 3,392 2,578 559 65.645 8.000 5,000 -
央 綿 5,157 129 812 -■ - - -
葉 藍 1?.578 1A.924 8.849 2.8占0 - - -
葉 煙 草 1.284 728 4.4 5.880 5.000 5,ODD 800






〔明 治 初 期〕
明治 10年代にかいて綻.表 6- 11 7のようVC各村では.食料として.米麦を中心とし.そば.
甘指.馬鈴薯.大豆.莱,秦.稗といった自給作物をつくっていたo平地部 (築瀬.梶江.与井.辛








主に井原,笠岡.福山方面へ出している｡輪人で仕.豊岡から.緋粕 .羽餅 をどの肥料を輪入 してい
る｡明治28年では,栄.麦等披.福山.尾道を中心とし.木綿は.神戸.姫路まで輸出している｡
表 6- 1- 8 普 通 物 産 表
明 治 28 年 明 治 5 年
芳 水 足 次 束 三 原 西 三 原
米 石 975 766 225- 158
柵 米 〝 107 155 15 15
大 麦 〝 1.997 1,592 241 100
′｣､ 麦 // 174 184 ll.5 8,a
裸 麦 // 488 ト70 9.a 1.47
粟 〝 52 49 45 52
秦 ′′ 25 25 19 8
稗 〝 2 7 42 14
大 且 ′′ 118 48 17 9.4
/J､ 且 〝 55 64 a.5 5,2
そ ば 〝 118 48 - -
甘 47,250 50.boo - -
馬 鈴 薯 〟 - - 184.SOO斤 -
実 綿 〝 25 225 - -





とんど消亜するが,次のようVC現Dのわずかを丑を近陳へ倫出しているO米 (10飾) .麦 (4%)
そば(20申)･小豆 (44飾) ,消製に比べて.帝に輸出丑の多いのは.午ほう(70帝).弼葛
(98%)であり.果樹では.軌 ぶどう夜どは村内獅襲であるが.莱 (80%),柿 (40啓),
工芸作物では.葉煙草 (9占帝)の輸出がE立っている.表 ムー 1-9をみると.この期間に著しい
変化をみせているのは菓藍である.明港29年忙比.129町あったものが.明治58年には 1町に










衰 6- 1- 9 農作物の推移 (明治28年～明治44年) 単位 町
栄 大麦 裸袈 ′J､麦 粟 香 稗 lそば 欄 大豆ノJ豆 実 相 蓑 藍 葉煙草 畑 ~衰 夏秋季
明28 127 - - - 18 i 0.5 57 47 24 20 64)-@う 5 14 -
29 128 2d8 70 42 14 7.50.4 54 48 25 19 C5り2 (4り129 18 63 51 -
30 129 259 74 44 15 7.2 03 54 49 24 19 (4争2¢う127 15 4.4 55 -
31 150 25d 77 45 12 8 0.1 55 49 25 19 (4928(4う124 24 &1 46 -
52 153 252 79 44 12 7.5 - 55 51 22 19 βや 2(4争124 44 62 54 -
55 15d 240 89 49 12 7.5 - 55 52 22 19 (2915(42)119 57 62 55 -
54 145 246 88 48 15 7.5 - 55 50 25 20 (2争 2(4り107 12 ム2 54 7
55 169 247 88 49 15 65 - 59 51 22 12 ¢925さら 71 14 42 51 5
56 170 248 88 49 10 d5 - 57 51 21 15ClSI25¢◎ 42 21 6.1 48 15
57 - (1今0,18 158 249 66 50 る 02 50 50 18 20 C1う 1 - 7.1 47 8
59 142 179 87 28 a5 7.3 - 45 49 55 52 0902¢う 3 - 7.5 25 -
40 158 179 占7 28 8.5 7,5 - 45 49 55 53 ¢うー (19 0.9 - 9.5 27 26
41 154 180 占7 28 8 8 - 45 49 55 55 囲 -やラ - ll 29 50
42 155 202 87 26 2 5 - 45 48 55 55 (4ゆ-Oゆ - - 15 45 55
45 154 202 47 28 2 5 - 45 48 55 50 ～ - (9) - - 15 50 58








































の間の最高.虫低をみてみると.だいこん比 120反- 180反.えんどうは5反～ 150反.そら











和5軸 Vi550戸で･2･8倍でもb.増加の耐蝕 桑畑.春車の;であるO全酢 勺な射 ヒをみてみ
ると.桑畑壮大正 1年VC454,000町,ピー クの昭和5年忙714,000町で1.占7倍の増加.春蚕で
は大正 1年vC150万戸,昭和 5年vc208万戸で1.4倍.貫秋妻は大正 1年VCli5万戸.ピー ク
の昭和 4年に208万戸で 1.5倍の増加である｡途中,大正 5年～ 8年ごろ戦争景気で増加し.大正
9年～ 11年作は戦後恐慌で減少している｡その後回なし,昭和 4年～5年とろピー クを迎えているO
こ)してみると芳井町の変化も全国的を変化と一致していることがわかるC大正 10年の重美基本調








表 占- 1- 10 度作物の推移 (大正 1年～昭和 14年)
栄 大 裸 ノJ､ 莱 秦 稗 そ 甘 馬鈴智 大 小 午ほラ 帝 蕗裾辛 大 秦 春 Sit秋秦i 衰 裳 ば 請 豆 豆 荷 樵 畑 秦
大正1 187210 67 2018 a,7 1 10 48 5 25 20 15 14 12 12 20 64 12占
2 149 - - 0.7 15 10 48 4 15 15 4.4 57 7.6 12 25 85 125
5 109 OJ .5 50 4 12 15 4.5 占 8 4 105 8
4 182 147 76 28 0,5 2 ll 50 4 12 15 5 5 7 12 29 116 155
5 179179 74 LIl 05 2 10 50 4 12 15 d 10 7 12 4185 150522 225
ll - 138 74 54 1 5 20 45 5 15 18 10 d 2 12 -
12 85 - - - 1 5 2 45 5 5 8 8 3.4 5 54
13 178145 81 54 7 52 50 5 15 17 9 14 5^ 15 8占 552 565
14 15占148 81 41 8 5 50 45 5 15 18 8 40 2 15 95 525 525
昭和1 155112 80 28 5 5 25 45 5 15 18 8 50 2 17 96 525 550
2 174129 111 41 6 5 50 45 6 15 18 9 50 2 17 1〔l2 525528
5 1占9 157 117 39 d 5 20 45 d 15 2一 ?,5 15 2 17 109520528
4 15ー 122 115 25 占 5 22 24 5 14 20 9 40 25 16 111525551
5 172106 94 54 5占 0.? 16 22 7.2 85 15 7 ll 5^ 16 11402 525 550
占 TTB T17 104 52 5上 1 1d 22 85 9 15 - 15 52 525 518
7 88 1ー0 1D2 6 6 1 7 85 9 27 .5 2 7 5∩ 25
8 144111 yノ 59 6 2 1d 22 85 9 15 9.545 6 17 95559 -
9 163 7一I 91 Lld 6 2 17 22 9 9 15 9 24 65 17 90 326 526
10 1占5 71118 Ad d 2 17 22 チ 9 15 9 50 47 17 占8274 276
ll - 85 150 55 a 2 17 22 10 10 14 10 54 55 18 dd 2ti5 268
12 149 dd 128 d1 6 2 17 25 10 T7 19 12 52 i2 8ー d4 285 28D
15 175 70 119 dd 占 2 23 25 9 14 15 12 14 45 18 d5 261 252
145 147 812 1212 7785 10 5 50 15 ll 18 15 14 5L] 554259196 2405
芳井町役場所蔵 ｢概新材料諸表綴｣
-148-
表 6- 1- 11 わが国の=芸作物と尊重の推移
塞(千町) たばこ 印 綿 的 乗 回 春.義6)夏秋草 匝)はっか的
大正 1年 5.5 29 2.8 45Ll 150 1d5 A,4
2 4.1 51 2.5 452 15〔) 1d4 ll.4
5 4.d 56 2.5 450 150 1dL3 12.5
4 占.7 51 2.7 Ll5`J 143 174 12.2
56 9.2 29 2.5 Add 150 187 12.071 7 4 486 5 20 9,1
7 5.d 24 2.5 509 1(iO 209 5.8
8 4.8 51 2.5 525 1(iO 220 2.5
9 5.1 58 2.d 554 162 20(～ 4.7
10 4.5 58 2.5 555 154 1d4 5.0
ll 4,7 40 2.1 515 155 165 5.9
12 J 4.0 59 1.9 529 1(i4 1(～8 7.2
15 2.5 59 1.8 557 166 170 8.5
14 1.4 57 1.7 549 172 182 ll.占
昭和1年 1.1 57 1.5 572 180 191 ld.0
2 1,5 37 1.1 594 195 195 14.7
5 1,5 58 0,97 689 195 205 147
4 0.9 5d 0.75 d空d 200 208 15.0
5 0.5 56 D,64 714 20d 202 15.5
6 0.5 57 0.58 685 197 195 ld.2
7 0.42 54 0.d9 d55 190 192 1占,9
8 0.41 54 0.75 640 192 198 19.0
9 0.58 55 0,54 625 187 181 20_4
10 0.57 55 0.64 582 175 177 21.7
ll 0,59 55 0.72 56d 1d9 175 21,7
12 0.55 55 0.71 5d1 1d8 170 21.1
15 0.2(～ 57 0,92 550 155 158 21.9
15 0.ll 48 5.5 SSd 148 15(～ 14.1
1d 0.Dd07 46 6.8 494 156 148 ?.5
18 7.4 564 114 112 19
19 6.2 585 98 9d 4.D
20 4.9 242 85 79 3.2
21 5.8 18d 71 72 1.9
22 58 ま5 172 d4 68 1.4
254 50 5,5 ■- dd 71 0941 175 69
25 0.05 55 4.4 17.6 65 75 2.7
26 0.02 54 4.1 178 d8 75 5,8
27 0.04 5d 5,8 175 dd 72 5.4












































ミ》六こ二二 - -:J=--- 加~~…一＼ -1
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川1 1J 15Il(■)
図4- 1- 4 薄 荷 の 作 付 反 別
表 6- 1- 12 後月郡vcかける果樹作物の推移 単位 本,耳
明57年 58 59 4ロ 41 Jt2 45 44 ■大正1年 和1年 18
鶴 樹 教 4,540 12584 14,loo 21,056 24,920 59,00ロ 58716 54807 61,LI90 16372 8.912
収かく高 4.055 7.841 1285d 22Dd1 50.TOD 59.08ロ 857ロロ 24.15d 48.Odt] 51.451 21.915
葡萄 村 数 - 20 2ロ0 郎】90 7,872 日.075 1a550 5dd50 29,552 4.150 1.954















図 6-1-5 ノ｣､麦vCかける田作 .畑作の推移
IJ岬 1 2515 ▲ 7 8 9 10 ll 12 151115明i859101日24514大151
7b it
町









表 6丁1- 5 主な農作物の推移 (昭和13年～52年)
昭15 14 16 21 22 25 24 25 2d 50 52
薄 荷 116 101 40 1.7 5,2 ll 26 45 82 89
葉煙草 57 49 48 85 - 117 144 158 1.7二5
請謁芋 5 46 5 - - - 4.6 5.8 .5
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乗 6- 1- 14 足次村等離別収載賦課戸数
1等 2 5 4 5 i 7 8 9 10 膏十
lLu25 1 5 2 2 5 1 さ 4 8 2 5D
M 50 1 2 5 1 4I 2 A 5 5 7 54
江)長次村村金爵博 上b作章
一-153-
衷 占- 1- 15 芳水村等級別県税見鵡果戸数
1等 2 5 4 5 占 7 8 9 10 計
加 50 1 1 1 2 2 2 2 4 2 5 22
M55 1 1 1 1 1 2 1 3 4 5 20
軽)芳水村村会譲錦 上b作表
表 6-1- 16 芳力対等叔別保我蹴錬戸数
1等 2 5 4 5 d 7 8 9 10 計
加 40 1 1 1 1 1 2 1 5 8 5 27
M 45 1 1 1 1 5 1 1 4 5 4 27
T 5 1 1 5 1 1 1 4 2 1 1 16
T 18 1 1 5 1 1 4 1 2 1 2 17
狂)芳井村村会議碑 エb作裏










以25 50 15 40 45 で5 日)
図6- 1- 6 各戸の等級の変遷

























表 6- 1- 17 1- 10専tでの賦練金額 ･史産額 あったであろうかD表 6- 1-
等 賦 課 金 敏 丑 産 額 全体vC対する割合
等 1 55円 25鎖 60,000円 aD9〆
2 57円 28銀 42.000 0.09
5 12円 64畠堅 14.DDO 0.09
4 8円61銀 9.700 A,89
5 7円17盛 8,DOU 0,09
6 5円56銀 A,500 ロー09
7 5円 15銭 5,800 a,09
8 5円 77鏡 4,ロoo 0.09
琵)芳井町村会養錦 上b作表











専 弟 1 兼 業 合 計
自 作 良.小作 ′J､ 作 計 .自 作 自-J､作 ′J､ 作 雷十
M28 180 75 12 267 54 52 ll 97 564
(67.4)# (2a1) (4.5) (55.7) (5iO) (ll.5)
29 1.78 72 12 262 58 56 12 1U4 5dd
(67.9) (27.5) (4.i) (55.8) (54,i) (ll.5)
50 172 76 12 260 49 42 ll 102 5占2
(di五) (29.2) (4.6) (48.0) (41.2) (10.8)
51 176 75 12 2(～5 55 59 12 104 567
(67.a) (28.5) (4.6) (51.u)(57.5) (ll.⇒
52 175 7占 15 2d4 52 41 ll 104 5占8








表 6- 11 19 専藁 ･兼薬別姓家教
専 薬 兼 弟 計
MSB 572 120 692
59 572 120 692
40 400 524 724
41 4DD 55D 750
42 400 551 751
45 4DD 251 651
44 405 25d 641
T 1 406 257 645
襲 61 1- 20 専業 ･兼薬別畿薬人口
早 発 兼 業 吾十
M58 1.540 150 1,490
さ9 1,54D 150 1.490
40 1.240 972 2,212
41 1.247 985 2,252
42 1.250 988 2,258
45 2.456 1.586 5,822
44 2,4d7 1,595 5,877








索 dl 1- 21 耕地所有広狭別鹿業人口
5反未満 5反以上 1町以上 l■2町以上 5町以上 5町以上いo町以上 合 計
昭1■ 917 占95 1□1 - 4 4 1 1.752
2 920 692 110 - 4 4 1 1.751
5 920 694 107 1 4 4 1 1,751
4 919 694 107 1 L1 4 1 1.750
5 900 692 107 1 4 4 1 1,709
d 9U4 d92 106 2 4 4 1 1.715
7 917 71d 122 5 4 4 1 1,767
8 91d 71占 122 5 4 4 1 1,766
9 867 617 121 5 4 4 1 1.722
10 908 714 119 5 4 4 1 1,7d5
ll 907 714 119 5 4 4 1 1,7d2
12 91d 715 120 5 4 4 1 1,7d5
15 1028 715 119 4 4 4 1 1,7d5
14 1022 doe 115 4 4 4 1 1,7d5
荏)芳井町統計諸表頗よb作表
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表 6 - 1- 22 日′｣､作別反別耕地面硬及び′ト作地車
田 反 別 畑 反 別
自 作 地 小 作 地 計 小作地事 自 作 地 小 作 地 計 小作地率
昭 1 1.150反 8dD 1,990 LI5.2 2,15D 551 2.501 14.0
2 1.150 845 1,995 42.5 2.150 551 2.501 14.0
5 1,125 850 1,975 45.6 2,141 560 2,5r〕1 14.4
4 1,095 858 1,955 45.9 2ー198 570 2,568 14.4
5 1,005 787 1.787 44,0 2.156 615 2,771 22.2
7 1,070 897 1,9d7 Ll5.d 2,191 445 2.654 16.8
8 1.D95 886 1.979 44.8 2ー095 458 2,551 17,5
9 1.095 886 1,979 44.8 2,095 458 2.551 17.5
10 1,090 877 1,967 Ll4.a 2,090 429 2,519 17,0
ll 1.090 88口 1.950 45.1 2.090 454 2.524 17.2
12 1,U79 850 1.929 44.1 2.111 450 21541 1占.9
15 1,058 855 1,893 44.1 2.051 408 2,459 1占.6
14 1.167 722 1,889 5a2 2.051 4D8 2.459 1占.6
15 1.175 755 1,9〔】8 5&5 2.0~29 402 2.451 1占.9
了 ｢ …
61 1J4 5 8 TFtIID 112 15 日 IJ
























少してきているが,′J､作地結.昭和 14.15年を除いて.わずかではあるが'だいたい 40- 45
頚を示 し.全体の与弱が′｣＼作地であった｡注目すべき壮･昭和 14I15卯 かけての時期であるo
この時期は自作地が増加 し./｣､作地車は40少を割っている｡畑の場合は.自作地が大部分で･小作
地は少ない｡
さらに.自作 ･小作 ･自′J､作別A家戸数の変遷壮図 6- 1- 7の上うになる｡これでみると･昭和
5年及び昭和 15年vC大きな変動を示し･他は安定 しているo昭和 5年には･自･小作農家及び/｣､作
農家が減少し.自作鹿家が増加 しているOこれは.前述した世界恐慌の影卒と思われる｡昭和15年
vcは,逆に.自′｣＼作出 家 .′ト作良家が増加し.自作姓家が減少 しているO以上のようK,この2時
期を境 として,自作 .,J､作関係の変動がみられる｡
(3) 農地改革後の農民層分解
昭和 2ロ年 (1945) .日本は第 2次世界大概vE敗れ,その領土は連合軍の占領されることに浸っ
た｡連合国比.東京に総司令部を設け.日本政府に指令.勧告を発して占領政策を行なったのである○




れるところとならなかった｡そこで昭和21年 .政府は ｢盛地調軽法｣再改正法と ｢自作舶 臓 特別
措像法｣を制定し,第 2次農地改革が行なわれるvtV,たったのである｡この法律の目的仕,第 1に自
作舶 u殻を徹底的に行ない.不在地主の′ト作地全部と.在村地主の小作地を全国平均 1町歩 (北海道





岡山県でも昭和 22年 4月から.第 1回農地買収を開始 し,昭和 27年 5月に終了したOとの農地
買収(a:あたったのが.農民の選挙忙上って選ばれた,′J､作.地主.自作の別vEよ9,それぞれ5人か
表 6- 1- 25 昭和 20年及び昭和 25年の自作地 ･′J､作地の内訳
昭和 20年 11月 25El現在曲地面疎 昭和 25年 8月 1E)現在点地面横
自 作 地 ′J､作 地 計 自作地率 自 作 地 小 作 地 計 自作地率
芳井町 2.d97反 1,166反 5,865反 占?.2飾 5.261反 488反 5,747反 87.05
明治村 2,095 1,518 5,415 61.7 5,205 1d9 5.572 95.0




芳井町の場合.泰 d- 1- 25によると,鹿地改革前の平均自作地奉仕,702頭であD,僅地改革
後比,89.9啓が自作地となった｡これ壮前述した全匡卜平均の自作地率87帝を上回るものであるO
明漁村のように,触 改革前,自作地塵が d1.7確と低かった村は.鹿地改革後,95.0帝と急激に
自作地化し,又.義 d- 1- 24にみられる上う忙.不在地主が 288人と著 しく多いことなどもー
囲して,鹿地月収が徹底的に行患われたことを示しているO
表 6-1-24 蝕地を只収された地主の戸数
個 人 法 人 頚 体 売渡しを受けた戸数在 村 不 在 在 村 不 在
芳 井 町 197 152 71 - 597
明 治 村 25 288 16 2 409
共 和 村 59 96 14 1 220
三 原 村 50 dO 15 d 125
EE)岡山膿胞地改野誌 による
表占- 1- 25 換地を聞放した地主a)瓦別内訳
1反 呆 1 ～ 5 4 - 8 7 へ′9 1町以上 2町以上 5町以上 4町以上
157 114 55且 d 15 1 1 1
田 鹿地破買収者給東金請求宙壷付処理耕よb作表






表 6- 1-28 経営規模別胎 教
5反未摘 5- 5反 5～ 7反 7反-1町 1.-1.5町 1.5一2町 例外規定鹿家 総 戸 数
芳井町 255戸 195戸 146戸 155戸 155戸 5 戸 4戸 770戸
明治村 45 87 110 145 80 2 5 488
共和村 88 97 105 74 15 - - 577
三原村 21 51 55 49 20 2 - 19(～
1960年曲集センサス






表 d- 1- 27 日 小 作 別 農 家 数
自 作 日.｣､作 小 .自作 ′｣､ 作 例外規定農家 総 戸 数
芳 井 町 542 185 55 ll 1 770
明 治 村 554 115 9 7 5 488
共 和 村 280 占7 20 10 - 577
≡ 原 村 147 55 9 5 - 196
19占0年 曲集センサス













は,ほ場盤備 ･交換分合 ･楚道 .草地造成らの14種が,土地基盤巷傍として.また,たばこ青首施
設 ･牛舎 ･鶏舎 ･育す)所75ど55種が経営近代化施設として尭施されたのである｡これらの事業を
地域的にみると.ほ場整備は県下全般で行われてかれ 吉備高原を中心とする地域vcは,牛舎 ･飼料
畑造成 ･草地造成等の串薬が組み合わされて行われておD,また南部では,ぷど)温垂施設.野菜ハ
ウス施設等が.都市近郊vcかいては.飽食 (採卵)などの群集が行われたのである｡
(2･)構造改尊事業の基本方針
書備高原と,南部平野の中間vr-位瀧する芳井町は.鼻薬の鍵営規模が零細であD.耕地は急峻で単
位両税が狭 く立地条件vcJqu れず.土地生産性及び労働生産性は低い｡それゆえ.盲産を基幹とする
作目を重点に.自立経営鹿家の育成とあわせて.協同化を助長するため.山林開発vcよる草地造成vc
よって生産基盤無備拡大と.重点作目の増頭羽 ･新椎を実施し.経営近代化vcよる諸施設の大型化整
備を行ない.経営の合理化をはからんとしている｡
- 1占0-
